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お
盆
が
過
ぎ
た
こ
ろ
で
し
た
。
夜
中
に
目
が
覚
め
ま
し
た
。
我
が
家
の
庭
に
人

の
声
が
し
ま
す
。
誰
だ
ろ
う
、
変
な
奴
ら
じ
ゃ
な
け
れ
ば
い
い
が
と
外
に
出
る
と
、

昼
間
の
よ
う
な
月
明
か
り
。 

 

庭
に
あ
る
石
の
テ
ー
ブ
ル
の
そ
ば
に
数
人
の
男
女
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
見

た
こ
と
の
あ
る
人
た
ち
で
し
た
。
い
き
な
り
、
懐
か
し
さ
が
弾
け
ま
し
た
。 

「
あ
っ
、
ふ
み
あ
き
ち
ゃ
ん
ナ
」
と
声
を
か
け
て
来
た
の
は
父
の
妹
、
私
の
叔
母

で
し
た
。
父
の
弟
の
叔
父
も
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
て
い
る
父
も
横
に
立
っ
て
笑
っ

て
い
ま
し
た
。「
ど
ぎ
ゃ
ん
し
た
ツ
？
」
私
が
聞
く
と
、 

「
こ
ん
夏
は
雨
ん
多
う
て
、
村
は
ひ
ど
か
っ
た
バ
イ
。
山
崩
れ
は
何
カ
所
も
あ
っ

て
、
道
は
通
れ
ん
ゴ
ツ
な
っ
て
、
田
ん
ぼ
も
畑
も
土
手
は
崩
れ
チ
、
今
か
ら
元
ン

ご
て
戻
す
と
は
お
お
ご
つ
（
お
お
事
）
バ
イ
」
と
い
う
の
で
す
。
確
か
に
中
山
間

地
域
の
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
高
齢
に
な
り
、
人
は
減
り
、
山
は
荒
れ
、
田
や
畑
は

草
木
に
の
み
込
ま
れ
、
猪
・
鹿
・
猿
が
我
が
物
顔
に
動
き
回
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
そ
ン
こ
つ
（
事
）
ば
、
本
家
の
惣
領
息
子
に
言
う
と
こ
う
て
思
う
て
ナ
、
み
ん

な
し
て
来
た
っ
タ
イ
」、「
た
ま
に
ゃ
戻
っ
て
来
な
っ
せ
」
と
い
う
と
、
す
う
っ
と

戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
私
は
、
白
い
月
の
光
の
中
に
残
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
茅
ヶ
崎
郷
土
会
々
長 

平
野
文
明
）
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資
料
紹
介 

 
旧
相
模
川
橋
脚
の
橋
材
は
ど
こ
か
ら
来
た
か 

 
 

『鷹
倉
社
寺
考
』に
見
る
そ
の
産
地 

加
藤
幹
雄  

  

は
じ
め
に 

 

令
和
七
年
の
二
月
、
郷
土
会
の
勉
強
会
に
お
い
て
「『
鷹
倉
社
寺
考
』
と

旧
相
模
川
橋
脚
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
短
時
間
で
あ
り
、
十
分

に
お
伝
え
出
来
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
に
ま
と
め
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
鷹
倉
」
は
「
高
座
（
た
か
く
ら
）
郡
」
の
こ
と
で
す
。 

 

筆
者
は
以
前
よ
り
旧
相
模
川
橋
脚
部
材
の
出
所
や
架
橋
工
事
な
ど
に
興
味

を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
偶
然
、「
中
島
郷
土
史
」
作
成
作
業
中
に
こ
の
旧

橋
脚
が
話
題
と
な
っ
た
時
、
橋
材
は
ど
こ
か
ら
調
達
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑

問
を
呈
し
た
と
こ
ろ
、
郷
土
会
々
員
の
町
田
悦
子
さ
ん
か
ら
、『
海
老
名
の

地
名
』
に
そ
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
契
機
と
な
っ
て
調
べ
た
内
容
が
こ
の
報
告
で
す
。
以
下
、
元
々
転
載
文
に

記
載
さ
れ
て
い
る
注
釈
は( 

)

、
筆
者
が
追
記
し
た
注
釈
は
【 
】
と
し
ま

す
。 

 

旧
相
模
川
橋
脚
に
つ
い
て 

 

ま
ず
、
旧
相
模
川
橋
脚
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

 

旧
相
模
川
橋
脚
は
国
道
一
号
（
東
海
道
）
と
小
出
川
が
交
差
す
る
茅
ヶ
崎

市
下
町
屋
一
丁
目
に
あ
り
ま
す
。
令
和
八
年
（
二
〇
二
六
）
で
国
指
定
史
跡

百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
と
翌
年

一
月
の
余
震
に
よ
っ
て
出
現
し
た
橋
脚
は
、
地
元
萩
園
の
和
田
精
氏
か
ら
歴

史
学
者
沼
田
頼
輔
氏
に
発
見
連
絡
が
な
さ
れ
、
沼
田
頼
輔
氏
の
現
地
調
査
及

び
考
証
後
、
県
に
保
存
・
保
護
が
申
請
さ
れ
、
震
災
後
の
混
乱
期
に
も
係
わ

ら
ず
、
三
年
後
の
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
に
国
の
史
跡
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
こ
の
橋
脚
の
年
代
は
歴
史
書
（『
吾
妻
鏡
』・『
保
暦

間
記
』
な
ど
）
を
根
拠
と
し
て
鎌
倉
時
代
の
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）、
源

頼
朝
の
御
家
人
で
あ
る
稲
毛
三
郎
重
成
（
い
な
げ
さ
ぶ
ろ
う
し
げ
な
り
）
が

亡
き
妻
の
三
回
忌
供
養
の
た
め
相
模
川
に
架
け
た
橋
の
橋
脚
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
橋
脚
が
発
掘
調
査
や
木
材
の
年
輪
年
代
測
定
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代

に
造
ら
れ
た
橋
の
橋
脚
で
あ
る
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
と
さ
れ
た
の
は
平
成

十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
以
降
の
こ
と
で
す
。
こ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
橋

脚
の
本
数
は
十
本
、
ヒ
ノ
キ
材
で
架
橋
さ
れ
た
橋
の
規
模
は
橋
幅
が
約
九
㍍
、

長
さ
は
四
〇
㍍
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
茅
ヶ
崎
で
刊
行
さ
れ
た
資
料

で
は
こ
の
橋
脚
材
の
出
所
と
稲
毛
三
郎
に
関
す
る
報
告
等
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
が
海
老
名
市
の
郷
土
資
料
に
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。 

 
旧
相
模
川
橋
脚
の
橋
材
は
ど
こ
か
ら
調
達
し
た
か 

 

『
海
老
名
の
地
名
』（*

１
）
九
三
頁
か
ら
、「
杉
久
保
村
（
ス
ギ
ク
ボ
ム
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ラ
）（
二
）
村
名
の
由
来
」
に
書
か
れ
た
稲
毛
三
郎
重
成
と
相
模
川
架
橋
に

つ
い
て
の
箇
所
を
転
載
し
ま
す
。 

杉
久
保
村 

杉
の
生
い
繁
っ
た
窪
地
が
至
る
所
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
地
名
で

あ
ろ
う
。
特
に
釜
坂
川
流
域
は
杉
の
よ
い
生
育
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。 

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
十
二
月
稲
毛
三
郎
重
成
が
亡
妻
（
北
条
政
子

の
妹
）
の
た
め
馬
入
で
橋
供
養
を
行
う
が
、
そ
の
橋
材
は
こ
の
地
の
産

で
あ
っ
た
と
の
伝
え
が
あ
る
。
馬
入
（
相
模
川
河
口
）
ま
で
の
距
離
が

近
く
相
模
川
を
利
用
し
て
の
運
搬
に
便
が
よ
か
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

『
社
寺
考
』【『
鷹
倉
社
寺
考
』
の
こ
と
】
に
「…

架
の
木
【
橋
材
の
意
】

を
重
成
、
渋
谷
庄
司
の
子
遠
馬
三
郎
時
国
【
お
ん
ま
さ
ぶ
ろ
う
と
き
く

に
】
及
び
大
谷
四
郎
某
に
乞
い
、
大
谷
郷
浜
田
・
遠
馬
郷
椙
久
保
村
よ

り
採
伐
す
。
機
材
【
マ
マ
：
橋
材
】
運
行
に
当
た
り
明
神
の
神
護
を
得

て
無
事
に
成
願
す
」
と
あ
る
。
な
お
豊
受
大
神
の
旧
名
称
は
遠
馬
明
神

（【
お
ん
ま
み
ょ
う
じ
ん
】）
と
い
い
、
こ
こ
で
橋
材
の
御
祓
い
を
し
、

そ
の
後
相
模
川
を
下
し
た
と
み
ら
れ
る
。
表
記
は
『
風
土
記
稿
』・『
天

保
郷
帳
』
で
は
「
杉
窪
村
」、『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
以
下
明
治
以
降
の

も
の
で
は
「
杉
久
保
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

要
す
る
に
旧
相
模
川
橋
脚
の
部
材
は
海
老
名
の
大
谷
郷
浜
田
と
遠
馬
郷
椙

久
保
村
よ
り
採
伐
搬
出
さ
れ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
そ
の
出
典
は
『
社

寺
考
』
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
で
は
、
出
典
の
『
鷹
倉
社
寺
考
』（*

２
）
に

は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
を
記
し
ま
す
。 

 

『
鷹
倉
社
寺
考
』
に
書
か
れ
て
い
る
橋
材
と
稲
毛
三
郎
重
成 

 

『
鷹
倉
社
寺
考
』
に
書
か
れ
て
い
る
橋
材
と
稲
毛
三
郎
重
成
に
関
連
す
る

記
述
は
二
か
所
あ
り
ま
す
。
一
か
所
は
杉
窪
村
の
豊
受
皇
太
神
に
、
も
う
一

か
所
は
門
沢
橋
村
の
加
牟
之
由
明
神
【
か
む
の
い
わ
れ
み
ょ
う
じ
ん
】
で
す
。 

 

そ
の
一 

杉
窪
村 

一
二
～
一
三
頁 

豊
受
皇
太
神
の
説
明
の
中
に
、
稲

毛
重
成
が
相
模
川
架
橋
の
際
に
絹
布
と
神
馬
を
奉
納
し
た
こ
と
が
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

杉
窪
村 

須
岐
久
母
牟
良 

旧
遠
馬
郷
【
お
ん
ま
ご
う
】
ノ
本
村
ナ
リ
。
寿
永
治
承
（
一
一
七
七
～

一
一
八
五
）
ノ
頃
、
遠
馬
氏
コ
ノ
地
ニ
起
ル
。 

豊
受
皇
太
神 

旧
遠
馬
十
二
ケ
村
ノ
総
鎮
守
ナ
リ
。
神
地
二
萬
一
千
四
百
拾
六
坪
ナ
リ
。

祭
神
豊
受
皇
太
神
ヲ
祀
リ
本
宮
ト
ナ
ス
。
別
ニ
天
照
皇
太
神
ヲ
祀
リ
別

社
ト
ナ
ス
。
当
社
ノ
鎮
坐
年
月
ハ
往
古
ニ
シ
テ
不
詳
ナ
リ
。
但
シ
寒
川

名
神
ノ
祢
宜
、
斉
藤
中
務
ノ
「
国
社
名
鑑
」
ニ
曰
ク
「
相
模
国
遠
馬
御

鎮
坐
、
遠
馬
名
神
。
式
外
社
、
当
国
之
大
社
也
。」
ト
。
古
志
ニ
「
遠
馬

郷
杉
窪
邑
式
外
社
、
遠
馬
名
神
、
推
古
天
皇
六
年
（
五
九
八
）
鎮
坐
。

云
々
」。
マ
タ
先
師
ガ
寒
川
名
神
「
鷹
倉
社
寺
控
」
ニ
曰
ク
「
豊
受
皇
太

神
、
当
社
ハ
往
昔
遠
馬
名
神
ト
称
セ
リ
。
当
処
ノ
鎮
坐
ノ
歳
月
ヲ
ア
キ

ラ
カ
ナ
ラ
ズ
、
但
シ
当
社
後
背
ノ
山
陵
【
伊
勢
山
古
墳
群
】
ニ
テ
勘
考

ス
ル
ニ
祭
神
ハ
相
模
ノ
国
ノ
国
造
ナ
ラ
ム
カ
木
像
一
軀
ヲ
祀
ル
。
コ
レ

遠
馬
氏
ノ
祖
神
ナ
リ
ト
、
但
シ
当
処
ノ
地
頭
遠
馬
氏
ノ
祖
神
ニ
ア
ラ
ズ
。

渋
谷
庄
司
重
国
ノ
子
時
国
ソ
ノ
子
重
連
当
処
ニ
来
リ
テ
住
ス
ル
ハ
ハ
ル

カ
後
ノ
事
ナ
リ
。
重
連
ガ
祖
々
父
重
家
【
河
崎
重
家
】、
禁
裏
ニ
於
テ
、

渋
谷
左
中
弁
盛
国
ナ
ル
者
酒
粕
ニ
溺
レ
狂
乱
ス
ル
ヲ
押
フ
、
依
リ
テ
盛

国
ノ
処
領
ノ
ウ
チ
相
模
国
鷹
倉
郡
渋
谷
ノ
庄
ヲ
賜
フ
。
マ
タ
重
国
寿
永

ノ
頃
（
一
一
八
二
～
一
一
八
五
）
大
願
ア
リ
テ
寒
川
名
神
、
渋
谷
八
幡
、
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遠
馬
名
神
ニ
社
殿
ヲ
寄
ス
。」
二
門
氏
【
詳
細
不
明
：
神
職
荒
木
田
氏
二

門
一
族
の
こ
と
か
？
】
一
ノ
祢
宜
行
元
ノ
古
文
ニ
見
ユ
。
俚
人
マ
タ
伝

エ
テ
曰
ク
「
当
社
ノ
勧
請
ハ
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
元
正
天
皇
御
即
位

ノ
年
ト
云
フ
。」
御
神
体
木
像
ナ
リ
。
乃
チ
遠
馬
名
神
ニ
シ
テ
、
文
和
三

年
（
一
三
五
四
）
甲
午
ノ
年
足
利
直
冬
ナ
ル
者
ノ
願
文
ニ
曰
ク
「
凶
徒

退
治
祈
祷
事
、
近
日
□
（
マ
マ
）
殊
可
致
請
誠
元
状
如
件
。
文
和
三
年

甲
午
正
月
、
源
直
冬
」
上
【
マ
マ
】。
遠
馬
大
名
神
御
宝
前
。
別
当
上
宮

寺
、
云
々
。
マ
タ
北
条
新
九
郎
ノ
願
文
「
東
郡
渋
谷
庄
遠
馬
明
神
云
々
」

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
当
社
ノ
社
人
某
、
松
平
信
綱
老
中
ニ
補
セ

ラ
レ
、
始
メ
テ
寺
社
奉
行
ヲ
置
カ
ル
ト
キ
、
遠
馬
名
神
ハ
伊
勢
大
廟
御

東
行
ノ
処
、
一
条
天
皇
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
神
領
ト
成
リ

ヌ
、
乃
チ
仁
明
天
皇
ノ
御
宇
、
伊
勢
神
宮
騎
馬
ニ
テ
現
ジ
給
ヒ

一
軀
ノ
神
像
ヲ
得
タ
リ
。
依
リ
テ
伊
勢
神
廟
ニ
写
シ
社
殿
ヲ
建

ツ
ト
、
云
々
。
乃
チ
遠
馬
名
神
改
メ
豊
受
大
神
ノ
官
許
ヲ
得

ル
。
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
二
月
別
当
上
宮
寺
ノ
文
庫
災

禍
災
（
マ
マ
）
上
シ
古
文
古
記
録
ノ
多
ク
ヲ
失
フ
。
社
宝
モ
マ

タ
烏
有
ニ
帰
ス
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
七
月
社
殿
造
営
、

遠
馬
三
郎
時
国
及
ヒ
渋
谷
庄
司
重
国
。
建
久
年
中
（
一
一
九
〇

～
一
一
九
九
）、
武
蔵
国
ノ
大
名
小
山
田
重
成
【
小
山
田
重
成
は

稲
毛
重
成
の
こ
と
】
、
湘
江
架
橋
ノ
砌
リ
当
社
ニ
絹
布
ヲ
寄
進

ス
。
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
丙
申
九
月
庄
司
重
国
社
領
二
段

余
寄
進
。
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
七
月
稲
毛
入
道
【
稲
毛
入

道
は
稲
毛
重
成
の
こ
と
】
愛
馬
ヲ
神
馬
ト
シ
献
ズ
。
宝
徳
（
一

四
四
九
～
一
四
五
二
）
ノ
古
文
ニ
「
遠
馬
郷
ノ
内
椙
窪
村
河
内

村
百
姓
前
之
分
夏
秋
【
意
味
不
明
。
作
物
の
こ
と
か
？
】
二
十

五
貫
文
ニ
テ
候
。
是
寄
進
申
候
者
也
仍
如
件
。
宝
徳
二
年
（
一

四
五
〇
）
重
陽
吉
日
。
従
五
位
下
学
士
亮
顕
。
別
当
上
宮
寺
内
記
。」
ト
。

マ
タ
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
二
月
「
東
郡
渋
谷
庄
遠
馬
名
神
御
神
領

二
十
五
貫
文
。
相
権
守
。【
マ
マ
：
詳
細
不
明
】」
ヲ
蔵
ス
。 

 

こ
の
文
を
見
る
と
こ
の
地
は
渋
谷
庄
で
あ
り
綾
瀬
市
に
あ
っ
た
早
川
城
主

渋
谷
重
国
【
平
治
の
乱
（
一
一
六
〇
）
の
際
、
源
義
朝
に
味
方
し
所
領
を
没

収
さ
れ
た
佐
々
木
秀
義
を
二
十
年
間
渋
谷
庄
に
匿
っ
た
こ
と
で
有
名
。
秩
父

一
族
】
と
息
子
の
時
国
が
治
承
四
年
に
豊
受
大
神
造
営
や
、
安
元
二
年
に
社

領
を
寄
進
し
、
豊
受
大
神
を
保
護
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
二

で
述
べ
る
加
牟
之
由
明
神
で
も
渋
谷
重
国
が
宝
殿
造
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
遠
馬
郷
椙
久
保
村
は
東
名
高
速
海
老
名
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
の
す
ぐ
南
側
一
帯
に
あ
た
り
ま
す
。
豊
受
皇
太
神
は
現
在
、
豊
受

大
神
と
神
社
名
が
変
わ
り
、
杉
木
立
に
囲
ま
れ
て
静
か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

鳥
居
の
前
に
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
修
復
さ
れ
た
神
社
説
明
板
が

あ
り
ま
す
が
そ
こ
に
は
何
故
か
稲
毛
三
郎
に
関
す
る
こ
と
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
二 

三
〇
～
三
一
頁 

門
沢
橋
村
の
欄
に
書
か
れ
て
い
る

稲
毛
三
郎
と
架
橋
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
加
牟
之
由
明
神
【*

３ 

か
む
の
い
わ
れ
み
ょ
う
じ
ん
】
の
説
明
の
中
に
稲
毛
重

成
が
架
橋
の
際
、
こ
の
神
社
へ
太
刀
を
奉
納
し
た
こ
と
、
及

び
遠
馬
三
郎
、
大
谷
四
郎
に
依
頼
し
、
大
谷
郷
浜
田
、
遠
馬

郷
椙
久
保
よ
り
橋
材
を
採
伐
し
た
こ
と
。
橋
材
運
行
に
あ
た

り
、
明
神
の
神
護
を
得
て
無
事
に
成
願
し
た
こ
と
が
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

門
沢
橋
村 

加
登
佐
和
波
志
（「
風
土
記
稿
」
に
は
加
登
左
ハ
波
志
牟
良
と

あ
る
） 

旧
名
門
川
橋
村
ナ
リ
。
役
帳
ニ
曰
渋
谷
庄
下
海
老
名
郷
門
沢

橋
村
。
元
遠
馬
下
郷
門
川
村
ト
ア
ル
。
マ
タ
至
徳
三
年
（
一

三
八
六
）
七
月
将
軍
（
鎌
倉
公
方
）
氏
満
ノ
令
札
ニ
相
模
国

渋
谷
ノ
庄
遠
馬
郷
ノ
内
門
川
橋
村
正
覚
寺
、
云
々
ト
ア
ル
。

旧
記
【
旧
記
」
と
言
っ
た
場
合
、
主
に
『
帝
紀
』
や
『
旧
辞
』

を
指
す
こ
と
が
多
い
】
ニ
相
模
ノ
国
司
、
コ
ノ
地
ヨ
リ
国
府

ニ
入
ル
ト
ア
ル
。 

加
牟
之
由
明
神 

神
寿
明
神
ト
称
ス
。
下
海
老
名
郷
ノ
総
社

ニ
シ
テ
、
門
沢
橋
村
、
入
内
島
村
ノ
鎮
守
ナ
リ
。
往
昔
ハ
寒
川
名
神
ノ

御
支
枝
ニ
シ
テ
、
祭
神
加
牟
之
由
之
命
、
又
ハ
加
牟
之
由
比
古
命
ト
称

ス
。
寿
永
年
中
（
一
一
八
二
～
一
一
八
五
）
渋
谷
庄
司
重
国
当
社
宝
殿
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造
営
ノ
コ
ト
安
楽
寺
文
書
ニ
見
ユ
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
平
入
道

稲
毛
重
成
、
湘
江
馬
入
橋
架
橋
ノ
ト
キ
太
刀
一
振
リ
ヲ
当
社
ニ
寄
進
ス
。

今
神
主
金
子
掃
部
【
カ
ネ
コ
カ
モ
ン
】
コ
レ
ヲ
蔵
ス
。「
保
暦
間
記
拾
遺

抄
」
ニ
「
稲
毛
入
道
亡
妻
供
養
ノ
為
メ
湘
江
ニ
橋
ヲ
架
ケ
給
フ
建
久
九

年
（
一
一
九
八
）
十
月
【
マ
マ
】」
ト
記
ス
。
東
鑑
ニ
ハ
建
久
九
年
（
一

一
九
八
）
十
二
月
ナ
リ
。
架
ノ
木
ヲ
重
成
渋
谷
庄
司
ノ
子
遠
馬
三
郎
時

国
及
大
谷
四
郎
某
ニ
乞
ヒ
大
谷
郷
浜
田
、
遠
馬
郷
椙
久
保
村
ヨ
リ
採
伐

ス
。
橋
材
運
行
ニ
当
リ
明
神
ノ
神
護
ヲ
得
テ
無
事
成
願
ス
。
当
門
沢
橋

村
ハ
金
子
伊
予
守
（
寒
川
社
神
主
）
ノ
古
文
ニ
依
リ
往
事
ハ
遠
馬
領
ニ

シ
テ
庄
司
国
重
ガ
子
時
国
其
ノ
子
重
保
（
連
）
受
領
ス
。
依
ツ
テ
下
渋

谷
領
ト
記
ス
。
四
条
天
皇
嘉
禎
丁
酉
歳
三
年
（
一
二
三
七
）
渋
谷
又
太

郎
鎌
倉
郷
ノ
稲
荷
ヲ
合
祀
ス
。 

僉
【
せ
ん
】
ス
ル
ニ
四
条
天
皇
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
ノ
地
頭
ハ
遠

馬
氏
ナ
リ
。
重
将
渋
谷
ノ
庄
司
重
国
ヨ
リ
三
代
ノ
孫
従
六
位
下
左
近
将

監
ト
ナ
ル
。
吾
妻
鏡
其
ノ
他
ヲ
僉
ス
ル
ニ
、
渋
谷
又
太
郎
ナ
ル
者
小
沢

太
郎
入
道
ニ
属
シ
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
六
月
十
四
日
宇
治
合
戦

ニ
大
貫
三
郎
、
平
出
彌
三
郎
ラ
ト
共
ニ
敵
ヲ
討
テ
ル
コ
ト
見
ユ
。
乃
チ

遠
馬
三
郎
ガ
身
内
ナ
ル
カ
。
コ
レ
金
子
伊
予
守
ノ
古
文
ノ
書
キ
写
シ
ノ

ア
ヤ
マ
ル
カ
、
正
覚
寺
古
文
ニ
遠
馬
三
郎
殿
身
内
、
渋
谷
又
太
郎
、
入

内
島
三
郎
、
木
内
小
次
郎
、
金
子
十
郎
ト
記
ス
。 

 

こ
こ
に
書
か
れ
た
加
牟
之
由
明
神
は
Ｊ
Ｒ
相
模
線
門
沢
橋
駅
か
ら
南
へ
歩

い
て
七
～
八
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
現
在
、
神
社
名
が
渋
谷
神
社
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
神
社
の
説
明
板
に
も
何
故
か
稲
毛
三
郎
や
架
橋
に
つ
い
て

は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

一
方
、
橋
材
が
切
り
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
大
谷
郷
（
大
谷
村
）『
鷹

倉
社
寺
考
』
四
七
頁
で
は
大
屋
郷
大
谷
村
の
項
に
は
稲
毛
重
成
や
橋
材
に
つ

い
て
の
記
述
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。 

 

『
海
老
名
の
地
名
』
杉
久
保
村
の
項
に
書
か
れ
た
稲
毛
三
郎
の
事
跡
は
、

『
鷹
倉
社
寺
考
』
の
椙
窪
村
豊
受
皇
太
神
の
項
に
書
か
れ
た
内
容
と
、
門
沢

橋
村
加
牟
之
由
明
神
に
書
か
れ
た
内
容
を
統
合
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
鷹
倉
社
寺
考
』
に
書
か
れ
た
こ
と
は
口
碑
と
思
い

ま
す
が
旧
相
模
川
橋
脚
の
橋
材
の
出
所
の
話
と
し
て
大
変
興
味
深
い
も
の
で

す
。
稲
毛
重
成
の
領
地
は
現
在
の
川
崎
の
多
摩
区
生
田
【
桝
形
城
】
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
地
区
か
ら
橋
材
の
供
給
は
可
能
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
思
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
橋
材
の
搬
送
上
、
相
模
川
や
そ
の
支
流
を
活
用
す
る
前
提
で

秩
父
一
族
の
所
領
が
あ
る
海
老
名
一
帯
が
選
定
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

次
に
『
鷹
倉
社
寺
考
』
に
書
か
れ
て
い
る
稲
毛
三
郎
と
神
社
の
関
係
を
ま
と

め
、
関
連
図
（
図
１
）
に
示
し
ま
す
。 

 

『
鷹
倉
社
寺
考
』
と
は
何
か 

 

稲
毛
重
成
の
事
跡
等
が
書
か
れ
た
『
鷹
倉
社
寺
考
』
と
は
ど
の
よ
う
な
書

物
か
。『
鷹
倉
社
寺
考
』
の
巻
頭
言
（
は
じ
め
に
）
と
巻
末
「『
鷹
倉
社
寺
考
』

へ
の
所
見
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
概
略
を

次
に
示
し
ま
す
。 

巻
頭
言
よ
り
引
用 

『
鷹
倉
社
寺
考
』
は
寒
川
神
社
の
神
主
金
子
伊
豫
守
（
か
ね
こ
い
よ
の

か
み
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
成
立
年
代
は
江
戸
前
期
後
半
の
万
治
二

年
（
一
六
五
九
）
頃
で
、
そ
れ
を
何
人
か
の
人
達
に
よ
り
調
査
し
、
後

に
修
正
も
加
え
ら
れ
て
江
戸
時
代
末
頃
ま
で
引
き
継
が
れ
編
纂
さ
れ
た
。

特
徴
と
し
て
、
海
老
名
・
寒
川
を
中
心
に
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』 
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に
先
立
ち
、
各
村
の
歴
史
や
神
社
・
寺
院
の
詳
細
を
載
せ
、
正
史
は
正

史
、
稗
史
【
は
い
し
：
民
間
の
歴
史
や
伝
承
】
は
稗
史
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
。
特
に
各
村
の
神
社
の
神
主
や
社
人
【
し
ゃ
に
ん
・
し
ゃ
じ

ん
：
神
社
に
仕
え
る
下
級
の
神
職
】
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
を
海
老
名
の
郷
土
史
家
故
小
沢
彰
氏
が
永
年
か
け
て
校
訂
し
、『
海

老
名
市
文
化
財
資
料
集
』
第
一
集
（*

４
）
を
皮
切
り
に
第
七
集
ま
で
発

表
さ
れ
た
が
、
小
沢
彰
氏
が
ご
病
気
に
な
り
、
原
本
転
写
の
全
部
は
発

表
さ
れ
て
い
な
い
。
発
表
さ
れ
た
第
一
集
か
ら
第
七
集
を
海
老
名
古
文

書
研
究
会
が
誤
字
脱
字
等
を
改
め
、
一
冊
の
本
と
し
て
平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）
に
発
行
さ
れ
た
。 

  

引
用
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
鷹
倉
社
寺
考
』
へ
の
所
見 

（
一
）『
鷹
倉
社
寺
考
』
の
原
本
が
現
在
は
な
い
。
海
老
名
市
の
故
大
島
正

憲
氏
所
蔵
の
『
鷹
倉
社
寺
考
』
を
小
沢
彰
氏
が
ノ
ー
ト
に
転
写
し
た
も
の

が
あ
る
が
、
大
島
家
の
原
本
は
今
な
い
。 

（
二
）
海
老
名
市
の
各
村
の
神
社
や
寺
院
の
歴
史
が
書
か
れ
て
い
る
が
一
部

地
域
（
望
地
・
柏
ケ
谷
）
の
記
録
は
な
い
。 

（
三
）『
鷹
倉
社
寺
考
』
が
書
か
れ
る
前
に
寒
川
明
神
の
先
師
に
よ
り
「
鷹

倉
社
寺
控
」
と
い
う
も
の
が
既
に
作
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
他
に
も
「
古

志
」「
寒
川
社
古
記
録
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
、

何
回
も
の
校
訂
や
改
訂
、
追
加
記
入
な
ど
を
加
え
な
が
ら
幕
末
ま
で
書
き

継
が
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

（
四
）
作
者
の
金
子
伊
豫
守
の
生
没
年
は
不
明
。
寒
川
町
宮
山
の
西
善
寺
に

は
金
子
伊
豫
守
の
墓
が
あ
る
。
金
子
伊
豫
守
【
伊
豫
守
の
官
位
は
京
都
吉

田
神
社
の
許
状
に
依
る
】
は
、
伊
豫
守
を
名
乗
る
前
、
金
子
采
女
伝
次
郎

と
判
断
さ
れ
る
。
寒
川
神
社
に
仕
え
た
社
家
は
三
十
三
戸
あ
り
、
そ
の
中

https://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E%E7%A4%BE-81875
https://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E%E8%81%B7-81980
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の
金
子
姓
は
十
二
戸
、
さ

ら
に
そ
の
中
の
一
戸
が
神

主
の
金
子
家
で
あ
っ
た
。

神
主
金
子
家
は
代
々
世
襲

で
あ
り
、
明
治
初
期
ま
で

続
い
た
。
『
鷹
倉
社
寺
考
』

は
代
々
の
伊
豫
守
を
と
っ

て
作
者
を
神
主
金
子
伊
豫

守
と
し
た
の
で
な
い
か
。 

（
五
）
『
鷹
倉
社
寺
考
』

中
の
引
用
文
献
。
足
利
史
、

武
蔵
志
、
寒
川
社
古
記
録
、

三
代
実
録
、
元
亨
釈
書
、

続
日
本
紀
、
続
日
本
後
紀
、

太
政
官
符
、
日
本
史
略
、

六
国
史
、
類
聚
三
代
各
、

扶
桑
略
記
、
官
衙
野
史
、

書
玄
故
事
、
陸
奥
記
、
類

聚
国
史
、
日
本
後
紀
、
日

本
霊
報
長
寿
記
、
法
華
往

生
要
記
、
三
代
志
な
ど
。 

（
六
）
『
鷹
倉
社
寺
考
』

の
内
容
は
歴
史
的
価
値
が

あ
る
。
正
史
は
正
史
と
し

て
、
稗
史
は
稗
史
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
。
あ
く
ま

で
調
査
を
主
体
に
お
き
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
包
み
隠
さ
ず
述
べ
て
い

る
。
中
世
か
ら
そ
れ
以
前
の
地
方
史
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
最
も

魅
力
的
で
あ
る
。『
鷹
倉
社
寺
考
』
は
小
沢
氏
個
人
の
手
に
よ
り
校
訂
さ

れ
た
も
の
で
、
し
か
も
原
典
が
紛
失
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
基
本
資
料

に
は
適
さ
な
い
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
る
。
し
か
し
公
に
刊
行
さ
れ
た
海

老
名
市
資
料
集
の
『
鷹
倉
社
寺
考
』
を
用
い
て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い

る
。 

 

【
引
用
文
献
等
】 

*

１
『
海
老
名
の
地
名
』
海
老
名
市
史
叢
書
７ 

平
成
十
年
三
月
二
十
八
日

海
老
名
市
発
行 

*

２
『
鷹
倉
社
寺
考
』
著
者
金
子
伊
豫
守
、
校
訂
者
小
沢
彰
、
海
老
名
市
古

文
書
研
究
会
平
成
十
五
年
四
月
二
十
日
編
集
発
行 

*

３
神
社
名
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
海
老
名
市
の

見
解
で
は
「
か
む
の
い
わ
れ
み
ょ
う
じ
ん
」
ま
た
「
か
む
の
よ
し
み
ょ

う
じ
ん
」
と
の
事
だ
っ
た
。 

*

４
『
海
老
名
市
文
化
財
資
料
集
』
第
一
集 

昭
和
四
十
八
年
海
老
名
市
教

育
委
員
会
発
行 
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い
ま
の
言
葉
で 

『大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
』を
読
ん
で
み
た
！ 

〈二
〉 

野
田 

穂 

   

古
文
書
と
歴
史
の
素
人
が
『
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
』
の
現
代
語
へ
の
意

訳
を
試
み
る
シ
リ
ー
ズ
第
二
回
で
す
。 

 

今
回
は
、
前
回
の
日
記
の
二
年
前
、
実
母
栄
樹
院
の
父
、
北
条
氏
重
の
菩

提
寺
に
つ
い
て
、
記
載
が
あ
る
日
の
記
録
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。 

訳
文
中
の
（ 

）
は
注
記
、*

は
補
足
・
補
注
で
す
。（
筆
者
調
べ
） 

 -------------------------------- 

寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
二
月
二
十
二
日 

 
 
 
 

（
忠
相
六
七
歳
） 

朝
、
少
し
雪
が
降
っ
た
が
す
ぐ
止
む
。
十
時
頃
か
ら
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
出
勤
当
番
（
寺
社
奉
行
と
し
て
江
戸
城
に
）】 

 

① 

十
時 

出
勤 

 

② 

中
務
殿
（
本
多
中
務
大
輔
忠
良
・
老
中 

五
四
歳
）
に
四
人
面
会
。
南
禅
寺
金

地
院 

*

１ 

と
鎌
倉
五
山
・
京
都
五
山 

*

２ 

が
統
括
す
る
寺
社
の
も
め
ご
と

に
関
す
る
伺
い
書
一
通
。
金
地
院
へ
、
権
現
様
（
初
代
将
軍
・
家
康
）
以
来

代
々
の
将
軍
が
定
め
た
例
規
集
の
写
し
一
冊
を
因
幡
守
（
山
名
因
幡
守
豊
就 

と
よ
な
り
・
寺
社
奉
行 

五
八
歳
）*

３ 

が
上
に
提
出
し
た
。 

 

③ 

中
務
殿
に
先
日
申
し
上
げ
た
、
日
光
東
照
宮
（
初
代
将
軍
・
家
康
墓
所
）
と

日
光
輪
王
山
大
猷
院
廟
（
三
代
将
軍
・
家
光
墓
所
）
の
修
復 

*

４ 

の
計
画
に
つ

い
て
、
大
楽
院
（
東
照
宮
を
管
理
す
る
寺
）
と
竜
光
院
（
大
猷
院
を
管
理
す
る

寺
・
龍
光
院
と
も
）
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
昨
日
、
竜
王
院 

*

５ 

が
御
仏
像
と

掛
け
軸
な
ど
の
御
道
具
の
修
復
願
い
を
持
参
。
ま
た
、
大
楽
院
か
ら
の
帳
面

二
冊
（
一
袋
）、
竜
光
院
か
ら
の
帳
面
一
冊
（
一
袋
）
を
、
私
た
ち
の
文
書

と
と
も
に
上
に
提
出
し
た
。 

 

④ 

一
昨
日
遠
江
殿
（
加
納
遠
江
守
久
通
・
御
側 

七
一
歳
）*

６ 

に
伝
え
た
、
朱

印
状
を
提
出
し
た
者
達
に
渡
し
た
褒
賞
の
銀
貨
の
数 

*

７ 

に
つ
い
て
文
蔵 

*

８ 

に
確
認
し
た
手
紙
一
通
と
、
一
昨
日
文
蔵
に
見
せ
て
戻
っ
て
き
た
事
例

書
が
一
通
。
さ
て
、
文
蔵
に
遠
州
見
附
宿
（
東
海
道
二
八
番
目
の
宿
場
町
）
の

治
大
夫
は
知
り
合
い
の
者
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
初
め
て
会
っ
た
者
と
の

こ
と
。
間
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
治
大
夫
は
地
元
（
見
附
宿
）
を
出

て
当
地
（
江
戸
）
に
来
た
者
で
間
違
い
な
い
か
、
何
歳
く
ら
い
な
の
か
、
妻

子
持
ち
な
の
か
、
管
轄
の
代
官
に
尋
ね
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
銀

貨
を
渡
す
件
は
こ
の
確
認
が
済
ん
で
か
ら
申
し
上
げ
た
い
。
そ
の
内
の
、
治
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大
夫
が
江
戸
へ
奉
公
に
出
て
働
く
こ
と
は
、
思
う
通
り
に
し
て
よ
い
と
伝
え

た
い
旨
、
上
へ
報
告
。 

 

⑤ 

今
月
当
番
の
相
模
守
（
堀
田
相
模
守
正
亮 

ま
さ
す
け
・
寺
社
奉
行 

三
二
歳
） 

*

９ 

が
、
天
英
院
様 

*

１
０ 

の
三
回
忌
法
要
の
担
当
で
、
明
日
二
十
三
日
か

ら
増
上
寺
で
法
要
が
始
ま
る
の
で
、
明
日
か
ら
私
と
二
人
体
制
で
当
番
と
す

る
こ
と
を
中
務
殿
（
老
中
）
に
紀
伊
守
（
本
多
紀
伊
守
正
珍 

ま
さ
よ
し
・
寺
社
奉

行 

三
四
歳
）
が
届
け
出
た
。
増
上
寺
の
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
間
、
伊
豆
守

（
松
平
伊
豆
守
信
祝 

の
ぶ
と
き
・
老
中 

六
一
歳
）
は
御
用
が
あ
る
の
で
、
中
務

殿
が
退
出
の
際
は 

*

１
１ 

紀
伊
守
に
頼
む
と
伝
え
た
。 

 

⑥ 

中
務
殿
（
老
中
）
が
十
三
時
に
退
勤
し
た
の
で
、
私
も
帰
宅
し
た
。 

 

⑦ 

静
岡
県
の
山
名
郡
北

原
川
村
に
最
乗
山
上
嶽
寺 

*

１
２ 
と
い
う
曹
洞
宗
の

寺
が
あ
り
、
実
母
栄
樹
院

様
の
父
、
北
条
氏
重
の
位

牌
と
墓
が
こ
こ
に
あ
る
。

栄
樹
院
様
が
御
存
命
の
時

は
年
忌
法
要
も
行
な
っ
て

い
た
が
、
亡
く
な
っ
て
以

後
は
、
誰
も
心
付
け
も
せ

ず
ご
無
沙
汰
と
な
り
、
こ

れ
以
後
は
年
忌
法
要
も
命

日
の
お
参
り
等
も
後
々
に

は
断
絶
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
度
、
寺
存
立
の
た
め
の
寄
付
金
二
十

両
（
今
の
お
金
で
三
百
万
円
強) *

１
３
を
寄
付
の
趣
旨
を
記
し
た
文
書
を
添
え

て
、
千
葉
県
国
府
台
の
総
寧
寺 *

１
４ 

に
頼
ん
で
、
上
嶽
寺
へ
、
こ
の
寄
付

金
を
書
き
記
し
て
残
す
。
上
嶽
寺
の
位
牌
に
記
さ
れ
て
い
る
北
条
氏
重
の
戒

名
は
「
長
成
院
殿
泉
岩
玄
清
大
居
士
」。
か
つ
て
五
十
回
忌
の
法
要 

*

１
５ 

を
行
な
っ
た
際
、
栄
樹
院
様
が
ご
苦
労
さ
れ
て
調
子
を
悪
く
し
た
の
で
、
そ

の
時
も
私
達
か
ら
少
々
の
金
貨
を
渡
し
て
法
要
が
無
事
済
ん
だ
。
つ
ま
る
と

こ
ろ
、
今
回
の
寄
付
金
も
栄
樹
院
様
の
た
め
で
あ
る
。
後
年
の
覚
書
と
し

て
、
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。 

  

【
大
岡
日
記 

原
文
】（*

中
巻 

二
四
頁
） 

詰
番 

 

廿
二
日 

 

朝
之
内
少
雪
降
即
時
止
、
四
時
頃
ゟ
晴
曇 

 

①
一 

四
時 

登
城 

 

②
一 

中
務
殿
江
四
人
懸
御
目
、
金
地
院
と
五
山
支
配
下
之
出
入
伺
書
一
通
、
金
地

院
江
権
現
様
巳
来
御
代
〻
御
条
目
之
写
一
冊
因
幡
守
被
上
之
候 

 

③
一 

中
務
殿
江
先
日
申
上
候
日
光
御
宮
御
霊
屋
御
修
覆
見
分
有
之
付
而
、
大
楽
院

竜
光
院
方
ゟ
さ
し
越
昨
日
竜
王
院
持
参
御
仏
像
御
道
具
御
修
覆
願
、
大
楽
院
さ
し

出
候
帳
面
弐
冊
一
袋
二
入
、
竜
光
院
さ
し
出
候
帳
面
壱
冊
袋
二
入
、
我
等
書
付
一
通

共
二
上
候 

 

④
一 
遠
江
殿
江
一
昨
日
御
申
候
御
朱
印
差
上
候
者
共
江
被
下
銀
員
数
之
義
文
蔵
相

尋
了
簡
書
一
通
、
一
昨
日
御
見
せ
候
例
書
一
通
返
進
申
候
、
扨
見
付
治
大
夫
義
文
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蔵
存
知
之
も
の
ニ
候
哉
と
相
尋
候
処
、
此
度
初
而
、
逢
候
も
の
ニ
候
由
申
候
、
尤
相

違
成
事
ハ
有
之
ま
し
く
候
へ
共
、
治
大
夫
義
所
を
罷
出
当
御
地
江
罷
下
候
之
ニ
相
違

ハ
無
之
哉
、
何
歳
斗
之
者
ニ
て
妻
子
等
も
有
之
も
の
ニ
候
哉
、
支
配
之
御
代
官
尋
置

申
度
候
、
依
之
銀
子
被
下
候
之
ハ
、
右
済
御
左
右
申
上
度
候
、
其
内
者
治
大
夫
奉
公

挊
可
申
ハ
勝
手
次
第
可
仕
由
申
聞
置
候
旨
申
上
候 

 

⑤
一 

当
月
番
相
模
守
義
天
英
院
様
三
回
御
忌
御
法
事
御
用
付
、
増
上
寺
江
明
廿
三

日
ゟ
御
法
事
初
、
明
日
ゟ
我
等
月
番
を
助
相
勤
候
之
段
中
務
殿
江
紀
伊
守
御
届
被
申

上
候
、
此
節
我
等
義
伊
豆
守
殿
御
用
有
之
罷
有
、
中
務
殿
退
出
之
節
故
紀
伊
守
を

頼
申
上
候 

 

⑥
一 

中
務
殿
九
半
時
前
退
出
ニ
付
罷
帰
候 

 

⑦ 

遠
州
山
名
郡
北
原
川
村
ニ
、
最
乗
山
上
嶽
寺
と
申
曹
洞
宗
ニ
而
北
条
出
羽
守
殿

氏
重
之
御
寺
有
之
、
尤
御
位
牌
御
廟
所
共
ニ
有
之
、
栄
樹
院
様
御
存
生
之
内
ハ
御
年

季
御
法
事
等
有
之
、
栄
樹
院
様
御
死
去
已
後
ハ
誰
も
心
付
不
申
哉
其
沙
汰
も
無
之

候
得
ハ
、
此
已
後
と
て
も
御
年
季
等
御
法
事
御
忌
日
等
之
執
行
も
後
〻
ハ
断
絶
可

仕
と
存
候
ニ
付
、
此
度
存
立
寄
付
金
弐
拾
両
彼
寺
江
遺
之
寄
付
状
相
添
、
国
府
台
総

寧
寺
末
寺
付
総
寧
寺
を
頼
、
右
之
寄
付
金
上
嶽
寺
江
遺
之
候
、
右
寺
ニ
有
之
御
戒
名

者
長
成
院
殿
泉
岩
玄
清
大
居
士
、
右
先
年
五
十
回
御
忌
御
法
事
之
義
も
栄
樹
院
様
御

苦
労
被
成
難
調
候
之
処
、
我
等
方
ゟ
其
節
も
少
〻
之
金
子
を
上
御
法
事
相
済
候
、

畢
竟
此
度
寄
付
金
納
候
も
栄
樹
院
様
御
菩
提
之
御
為
と
存
候
、
後
年
之
覚
ニ
爰
ニ
記

置
之 

 

〈
補
足
・
補
注
〉 

・
西
暦
は
元
号
に
対
応
。
日
付
は
旧
暦
。
年
齢
は
数
え
年
。 

*

１ 

南
禅
寺
金
地
院
：
徳
川
家
康
に
仕
え
た
臨
済
宗
南
禅
寺
派
の
僧
侶
・
金
地
院

崇
伝
（
以
心
崇
伝
）
の
居
所
。
京
都
金
地
院
は
崇
伝
が
再
興
し
た
南
禅
寺
の
塔

頭
（
た
っ
ち
ゅ
う
＝
大
寺
院
敷
地
内
の
小
寺
院
）
の
一
つ
。
江
戸
金
地
院
は
、

崇
伝
が
創
建
し
、
元
和
五
〜
寛
永
十
六
（
一
六
一
九
〜
一
六
三
九
）
年
ま
で
は

江
戸
城
北
の
丸
に
あ
っ
た
が
、
以
後
は
芝
（
現
在
は
東
京
都
港
区
芝
公
園
三-

五

-
四
）
に
所
在
。
金
地
院
崇
伝
は
「
黒
衣
の
宰
相
」
や
「
寺
大
名
」
と
も
呼
ば
れ

た
権
力
者
。 
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*

２ 

鎌
倉
五
山
・
京
都
五
山 

：
五
山
は
鎌
倉
時
代
に
北
条
氏
に
よ
っ
て
導
入
さ

れ
た
禅
宗
寺
院
の
格
式
。
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
京
都
に
も
五
山
が
導
入
さ
れ

た
。
鎌
倉
と
京
都
の
五
つ
の
寺
で
五
山
と
さ
れ
た
時
代
も
あ
る
が
、
至
徳
三
・

元
中
三
（
一
三
八
六
）
年
に
室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義
満
が
改
定
し
現
在

の
五
山
に
。〈
鎌
倉
五
山
〉
建
長
寺
・
円
覚
寺
・
寿
福
寺
・
浄
智
寺
・
浄
妙
寺 

〈
京
都
五
山
〉
天
龍
寺
・
相
国
寺
・
建
仁
寺
・
東
福
寺
・
萬
寿
寺
。
両
五
山
の

上
の
「
別
格
」
が
南
禅
寺
。 

*

３ 

山
名
因
幡
守
豊
就
：
八
代
将
軍
吉
宗
に
重
用
さ
れ
、
大
番
頭
を
経
て
、
元
文

四
（
一
七
三
九
）
年
か
ら
亡
く
な
る
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
ま
で
寺
社
奉

行
。
本
来
一
万
石
以
上
の
譜
代
大
名
が
任
命
さ
れ
る
寺
社
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
た

の
は
、
旗
本
か
ら
寺
社
奉
行
に
な
っ
た
大
岡
忠
相
と
同
様
に
異
例
の
こ
と
。
領

内
で
一
揆
が
起
き
た
際
に
、
百
姓
の
要
求
を
多
く
聞
き
入
れ
て
解
決
す
る
な

ど
、
大
岡
忠
相
と
経
歴
や
性
格
が
似
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。 

*

４ 

こ
の
日
記
の
翌
年
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
九
月
六
日
に
東
照
宮
、
大
猷

院
廟
、
本
坊
の
修
復
が
終
わ
り
、
御
神
体
が
仮
殿
か
ら
本
殿
に
正
遷
宮
さ
れ

た
。 

*

５ 

ど
こ
の
竜
王
院
か
は
不
明
。 

*

６ 

遠
江
殿
（
加
納
遠
江
守
久
通
）：
吉
宗
の
右
腕
・
御
側
御
用
取
次
役
。
男
女

逆
転
版
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
大
奥
」（
二
〇
二
三
年
）
で
は
貫
地
谷
し
ほ
り
さ
ん

演
。 

*

７ 

当
時
幕
府
は
、
民
間
に
多
く
出
回
っ
て
い
た
過
去
の
徳
川
将
軍
文
書
（
御
朱

印
）
の
回
収
と
焼
却
処
分
を
行
っ
て
い
て
、
提
出
し
た
者
へ
銀
貨
三
〜
一
〇
枚

を
褒
賞
と
し
て
下
し
て
い
た
。 

*

８ 

文
蔵
：
青
木
文
蔵
。
甘
藷
先
生
と
呼
ば
れ
た
青
木
昆
陽
の
こ
と
。
忠
相
が
南

町
奉
行
だ
っ
た
頃
、
町
奉
行
所
与
力
の
加
藤
枝
直
又
左
衛
門
か
ら
推
挙
さ
れ

た
。
日
記
当
時
は
、
寺
社
奉
行
配
下
の
御
書
物
御
用
達
と
し
て
古
文
書
の
収

集
・
研
究
な
ど
紅
葉
山
文
庫
の
充
実
に
携
わ
っ
て
い
た
。
治
大
夫
は
、
困
窮
の

た
め
江
戸
奉
公
に
出
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
家
の
蔵
に
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
朱

印
状
の
置
き
場
が
な
く
な
る
こ
と
に
困
り
、
浪
人
の
塚
原
新
三
郎
を
介
し
、
青

木
文
蔵
、
忠
相
の
経
路
で
朱
印
状
が
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
。 

*

９ 

堀
田
相
模
守
正
亮
：
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
に
従
五
位
下
か
ら
従
四
位
下

に
な
り
大
坂
城
代
（
城
主
と
し
て
江
戸
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
名
）、
翌
年

老
中
に
。
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
、
老
中
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。 

*

１
０ 

天
英
院
：（
近
衛
熙
子 

こ
の
え
ひ
ろ
こ
）
六
代
将
軍
・
徳
川
家
宣
（
在
位

三
年
間
）
の
正
室
。
八
代
将
軍
に
吉
宗
を
強
く
推
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
寛

保
元
（
一
七
四
一
）
年
二
月
二
十
八
日
没
（
七
四
歳
）。
墓
所
は
芝
増
上
寺
。 

*

１
１ 

本
多
中
務
大
輔
忠
良
（
老
中
）
は
、
六
代
将
軍
・
家
宣
と
七
代
将
軍
・
家

継
の
と
き
側
近
（
御
用
人
）
で
老
中
に
次
ぐ
席
次
だ
っ
た
が
、
吉
宗
が
将
軍
に

な
っ
た
際
、
職
を
解
か
れ
て
帝
鑑
間
席
詰
め
に
な
り
（
二
七
歳
）、
十
八
年
後

に
老
中
と
し
て
国
政
の
表
舞
台
に
復
帰
（
四
五
歳
）。
日
記
中
の
退
出
の
理
由

は
不
明
。 

*

１
２ 

上
嶽
寺:  

静
岡
県
袋
井
市
に
現
存
。
大
岡
日
記
補
注
に
は
「
氏
重
の
画
像

お
よ
び
寛
保
三
年
二
月
二
十
二
日
付
の
大
岡
越
前
の
寄
付
状
を
保
管
す
る
」
と

あ
る
が
、
画
像
・
寄
付
状
の
現
在
の
所
在
は
不
明
（
袋
井
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
文
化
財
担
当
係
に
確
認
）。
内
容
は
「
袋
井
市
史
資
料
集 

第
六
巻
」
に

収
録
。 

*

１
３ 

米
五
キ
ロ
＝
三
五
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
円
で
換
算
。
貨
幣
博
物
館
／
日
本
銀

行
博
物
館 

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/edojidaino1ryowa/ 

*
１
４ 

総
寧
寺
：
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
に
現
存
。
江
戸
時
代
に
は
曹
洞
宗
寺
院

を
統
括
す
る
関
三
刹
（
か
ん
さ
ん
さ
つ
）
の
一
つ
に
任
ぜ
ら
れ
、
末
寺
三
千
余

寺
を
擁
し
て
い
た
と
い
う
。
関
三
刹
の
末
寺
に
当
た
る
江
戸
三
箇
寺
の
内
、
二

つ
の
寺
の
学
寮
が
発
展
し
て
で
き
た
の
が
今
の
駒
澤
大
学
。 



令和 7年(2025)9月 1日発行 郷土ちがさき（164 号）  茅ヶ崎郷土会 

~ 13 ~ 

 

*

１
５ 

五
十
回
忌
の
法
要
：
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
頃
に
北
条
氏
重
の
法
要
が

あ
っ
た
と
す
る
と
、
夫
の
忠
高
が
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
、
忠
相
の
実
弟

忠
厚
が
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）、
忠
相
の
最
初
の
妻 

珠
荘
院
も
こ
の
頃
に
亡
く

な
っ
て
お
り
、
気
苦
労
が
続
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
。 

 

【
参
考
資
料
】 

〇
『
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
』
上
・
中
・
下
巻 

大
岡
家
文
書
刊
行
会
編
纂

／
三
一
書
房 

一
九
七
二-

一
九
七
五
年 

〇
『
ち
が
さ
き
と
大
岡
越
前
守
』
茅
ヶ
崎
市
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
２
／
茅
ヶ

崎
市
史
編
集
委
員
会   

二
〇
一
〇
年 

〇
金
地
院
／
港
区
観
光
協
会 

https://visit-minato-city.tokyo/ja-jp/places/770 

〇
臨
済
宗
五
山
派
の
金
地
院
／
港
区-
デ
ジ
タ
ル
版 

港
区
の
あ
ゆ
み:

港
区

史 

通
史
編 

近
世
（
上
） 

https://adeac.jp/minato-

city/texthtml/d110021/mp100010-110021/ht001830 

〇
鎌
倉
五
山
／
鎌
倉
市
観
光
協
会 

https://www.trip-

kamakura.com/article/hiking-modelcourse/kamakuragozan.html 

〇
京
都
五
山
／
刀
剣
ワ
ー
ル
ド 
https://www.touken-

world.jp/history/history-important-word/kyoto-gozan/ 

〇
村
岡
山
名
氏
五
代
目
・
山
名
豊
就
／
墓
守
た
ち
が
夢
の
あ
と

(mintanaka65) 
https://ameblo.jp/mintaka65/entry-12572626704.html 

〇
大
猷
院
／
わ
く
わ
く
！
日
光
の
社
寺
た
ん
け
ん 

https://www.nikko-

syaji-tanken.jp/futarasan_rinnoji/taiyuin/index.html 

〇
大
猷
院
／
日
光
山
輪
王
寺

https://www.rinnoji.or.jp/history/temple/taiyuuin.html 

〇
旧
日
光
市
歴
史
年
表
／
日
光
市 

 

https://www.city.nikko.lg.jp/soshiki/10/1041/3/1/1515.html 

〇
明
治
２
６
年
発
行
の
尋
常
小
学
生
徒
用
修
身
教
科
書
よ
り 

第
十
四
課 

縝
密
／
ふ
る
さ
と
加
東
の
歴
史
再
発
見 

https://blog.goo.ne.jp/hyaku-

chan-fuji888/e/177aaab871a80cbfec73d61b4f2e69da 

〇
第
３
章 

復
興
へ
の
努
力
と
災
害
の
記
憶
／
内
閣
府
防
災
情
報 

https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1783_ten

mei_asamayama_funka/pdf/1783-tenmei-asamayamaFUNKA_07_chap3.pdf 

〇
お
も
な
佐
倉
城
主
（
藩
主
）
と
堀
田
家
の
人
々
／
佐
倉
市 

 
 
https://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/bunkaka/bunkazai/jinbutsu/5733.html 

〇
徳
川
将
軍
家
墓
所
／
大
本
山
増
上
寺  

 
 
https://www.zojoji.or.jp/keidai/tokugawagrave.html 

〇
徳
川
将
軍
家
の
歴
代
御
台
所
／
大
江
戸
歴
史
散
歩
を
楽
し
む
会 

 

 
 
https://wako226.exblog.jp/241726926/ 

〇
曹
洞
宗 

安
國
山 

總
寧
寺 https://souneiji.jp 

〇
『
あ
る
む
ぜ
お
８
５
』
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
だ
よ
り 

二
〇
〇
八
年 

〇
『
袋
井
市
史
資
料
集 

第
六
巻
』
上
嶽
寺
文
書 

一
九
七
九
年 

〇
『
徳
川
将
軍
文
書
の
焼
却
に
み
る
近
世
の
文
書
認
識
』
種
村
威
史
／
国
文

学
研
究
資
料
館
紀
要 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
編 

第
５
号
（
通
巻
第
４
０

号
）
二
〇
〇
九
年 

〇
『
江
戸
幕
府
と
情
報
管
理
』
大
友
一
雄
著
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
／
吉

川
弘
文
館
二
〇
二
四
年 

四
六-

四
九
頁 
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浜
降
祭
伝
説
と
御
旅
所
神
主
鈴
木
丹
波 

平
野
文
明 

 

は
じ
め
に 

 

日
本
民
俗
学
が
対
象
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
に
「
伝
説
」
が
あ
る
。
こ

れ
と
似
た
も
の
に
「
昔
話
」
が
あ
る
が
、「
昔
話
は
誰
か
ら
も
信
じ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
伝
説
は
あ
る
程
度
ま
で
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。（*

１
） 

 

茅
ヶ
崎
で
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
伝
説
の
一
つ
に
「
浜
降
祭
起
源
伝

説
」
が
あ
る
。
簡
略
に
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

浜
降
祭
が
始
ま
っ
た
の
は
、
南
湖
の
漁
師
孫
七
が
、
相
模
川
に
流
さ
れ

た
寒
川
神
社
の
神
輿
を
漁
の
最
中
に
拾
い
上
げ
、
神
社
に
知
ら
せ
た
こ

と
か
ら
、
寒
川
社
が
お
礼
の
た
め
に
毎
年
南
湖
の
浜
ま
で
渡
御
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
に
依
る
。（*

２
） 

 

巷
間
に
は
こ
の
話
に
、
神
輿
が
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
や
、
孫
七

へ
の
お
礼
と
し
て
寒
川
さ
ん
は
大
量
の
米
を
用
意
し
た
と
か
（
渡
さ
ず
に
済

ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
）、
神
輿
流
出
事
件
は
江
戸
時
代
の
天
保
の
頃

〈
一
八
三
〇
～
一
八
四
三
〉
の
出
来
事
だ
っ
た
と
か
、
海
か
ら
引
揚
げ
ら
れ

た
の
は
神
輿
で
は
な
く
御
神
霊
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
話
が
追
加
さ
れ
、
真
実

味
を
持
つ
一
篇
の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。 

 

流
さ
れ
た
神
輿
が
網
に
か
か
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
事
が
ほ
ん
と

う
に
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
持
つ
人
も
居
る
こ
と
だ
ろ
う
と

筆
者
は
思
う
が
、
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
現
場

を
見
る
と
、
伝
説
は
「
あ
る
程
度
ま
で
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
、
右
の

説
明
は
妥
当
な
も
の
と
思
え
る
。
伝
説
は
文
字
に
依
ら
な
い
「
歴
史
」、
と

言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一
方
、
浜
降
祭
に
関
す
る
記
録
（
古
文
書
）
が
残
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は

文
字
に
依
る
「
歴
史
」
で
あ
る
。 

 

浜
降
祭
に
関
し
、
文
字
に
依
ら
な
い
歴
史
（
伝
説
）
と
文
字
に
依
る
歴
史

が
あ
る
。
令
和
七
年
七
月
十
五
日
に
行
っ
た
「
郷
土
会
・
丸
ご
と
の
会
共
催

の
学
習
会
」
で
筆
者
が
話
し
た
「
民
俗
と
歴
史
で
見
る
浜
降
祭
」
の
内
容
を

も
う
一
度
こ
こ
で
展
開
し
て
み
よ
う
と
思
う
。 

 

文
書
史
料
に
見
る
浜
降
祭 

 

寒
川
町
史
調
査
報
告
１
２
『
浜
降
祭
日
記
』（*

３
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

圭
室
文
雄
著
「
浜
降
祭
に
つ
い
て
」
は
、
浜
降
祭
研
究
中
優
れ
た
も
の
だ
と

筆
者
は
思
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
中
に
、
安
永
九
年
〈
一
七
八
〇
〉
正
月

の
日
付
を
持
つ
「
当
社
（
寒
川
神
社
）
年
中
祭
附
幷
神
領
石
高
帳
」
と
い
う

史
料
中
の
六
月
十
四
日
の
記
事
（*

４
）
は
、
文
中
に
「
浜
降
祭
」
の
文
字
が

無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
浜
で
行
わ
れ
た
神
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
浜
降
祭
記
録
の
最
古
の
史
料
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
茅
ヶ
崎
市

史
』
１
、『
新
編
相
模
之
国
風
土
記
稿
』
浜
之
郷
村
、『
寒
川
神
社
日
記
』
な

ど
か
ら
浜
降
祭
の
記
録
が
集
め
て
あ
る
。 

 

こ
こ
で
考
察
し
て
み
た
い
の
は
、
圭
室
氏
も
取
り
上
げ
て
い
る
『
茅
ヶ
崎

市
史
』
１
（*
５
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
点
の
浜
降
祭
史
料
で
あ
る
。
こ
の
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二
点
の
史
料
、
全
文
を
活
字
化
し
た
も
の
は
同
書
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
こ
こ
で
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
と
一
部
の
漢
字
を
平
仮
名
に

変
え
、
句
読
点
を
増
や
し
、
西
暦
を
加
え
次
に
掲
げ
て
お
く
。
改
行
も
新
た

に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
一 

六
一
一
頁
掲
載 

一
七
〇
号
史
料
「寒
川
神
社
浜
降
御
旅
所
願
書
」（
天
保
十
一
年
〈
一
八
四

〇
〉
四
月
） 

  
 
 

差
上
申
一
札
之
事 

相
州
高
座
郡
茅
ケ
崎
村
小
名
南
湖
浜
石
尊
山
に
こ
れ
あ
る
、
当
国
一
之
宮
寒

川
神
社
浜
下
り
御
旅
所
、
進
退
ま
か
り
あ
り
候
に
つ
き
、
神
拝
浄
目
式
御
伝

達
下
さ
れ
置
き
難
き
仕
合
に
存
じ
奉
り
候
。
然
る
上
は
、
子
孫
永
久
継
目
仕

り
、
神
つ
と
め
相
続
す
べ
く
仕
り
候
。 

且
つ
御
触
書
、
御
廻
状
取
次
は
勿
論
、
年
始
、
八
朔
相
勤
む
べ
く
申
し
上
げ

候
。
な
お
ま
た
、
装
束
、
御
免
許
は
申
す
に
及
ば
ず
、
位
階
、
昇
進
な
ど
願

い
上
げ
奉
り
候
節
は
、
そ
の
御
本
殿
へ
御
執
奏
願
い
上
げ
奉
り
候
。
其
の
為

一
札
差
上
申
す
処
件
の
如
し
。 

 
 

天
保
十
一
年 

 

江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所 

 
 
 

子
四
月
日 
 
 
 

相
州
高
座
郡
茅
ケ
崎
村
之
内 

字
南
湖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
主 

喜
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親
類 

清
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
旅
所
神
主 

鈴
木
孫
七 

 
 

神
祇
官
様 

 
 
 

御
触
頭 

 
 
 
 

軍
荼
利
日
向
介
様 

  

史
料
を
解
釈
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

二
行
目
に
あ
る
「
南
湖
の
石
尊
山
に
あ
る
寒
川
神
社
の
御
旅
所
」
の
文
中

の
「
石
尊
山
」
と
は
、
南
湖
中
町
の
八
雲
神
社
（
南
湖
四―

四―

二
九
）
の

あ
る
低
い
高
台
を
指
し
、
同
所
は
寒
川
神
社
の
浜
下
り
の
「
御
旅
所
」
と
あ

る
。
御
旅
所
と
は
浜
降
祭
の
祭
場
の
事
で
、
実
際
は
南
湖
の
浜
辺
だ
が
、
石

尊
山
の
す
ぐ
近
く
に
御
旅
所
神
主
の
鈴
木
孫
七
の
屋
敷
が
あ
り
、
伝
説
で

は
、
孫
七
は
引
き
揚
げ
た
神
輿
を
ま
ず
こ
こ
に
祭
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る

（*

６
）
。
続
け
て
「
御
旅
所
、
進
退
ま
か
り
あ
り
」
と
あ
る
。「
御
旅
所
神
主

の
進
退
に
問
題
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
結
果
「
神
拝
浄
目
式
御
伝

達
下
さ
れ
置
き
難
き
仕
合
」（
神
拝
浄
目
式
＝
浜
降
祭
は
実
行
さ
れ
難
く
な

っ
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
問
題
が
一
つ
生
じ
る
。「
進
退
ま
か
り
あ
る
」
御
旅
所
神
主
は
誰

を
指
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

考
え
ら
れ
る
一
つ
は
、
従
前
か
ら
神
主
を
担
当
し
て
い
た
家
が
あ
っ
て
そ

の
家
の
「
進
退
」（
相
続
）
に
問
題
が
あ
っ
て
と
い
う
解
釈
。
も
う
一
つ
は

以
前
か
ら
鈴
木
家
が
神
主
を
勤
め
て
い
た
が
、
問
題
が
あ
っ
て
御
旅
所
神
主

を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
解
釈
。 

 

前
者
の
場
合
は
鈴
木
家
が
代
わ
っ
て
神
主
役
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
、

後
者
で
は
鈴
木
家
は
何
ら
か
の
方
策
を
講
じ
て
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
鈴
木
家
は
何
ら
か
の
方
策
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

方
策
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
史
料
の
文
面
で
は
「
子
孫
も
永
久
に
御
旅

所
神
主
を
継
ぎ
、
神
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
神
主
装
束
や
神
主
の
免
許
を

頂
き
た
く
、
ま
た
神
主
の
位
階
や
昇
進
な
ど
に
つ
い
て
も
「
御
本
殿
」
へ
取

り
次
い
で
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。 
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依
頼
先
は
「
神
祇
官
様
／
御
触
頭
（
お
ふ
れ
が
し
ら
）
／
軍
荼
利
日
向
介

（
ぐ
ん
だ
り
ひ
ゅ
う
が
の
す
け
）
様
」
と
あ
る
。「
神
祇
官
」
と
は
、
こ
の

史
料
が
作
ら
れ
た
天
保
の
こ
ろ
だ
と
、
吉
田
家
と
並
ん
で
、
全
国
の
神
主
を

ま
と
め
、
そ
の
許
認
可
を
行
っ
て
い
た
京
都
の
白
川
伯
王
家
の
こ
と
で
、
白

川
家
の
「
御
触
頭
」
で
あ
る
「
軍
荼
利
日
向
介
」
に
向
け
て
差
し
出
さ
れ
て

い
る
。 

 

出
し
た
方
は
、
南
湖
の
名
主
の
喜
兵
衛
を
筆
頭
と
し
、「
御
旅
所
神
主 

鈴
木
孫
七
」
と
そ
の
親
類
の
精
左
衛
門
で
あ
る
。
名
主
喜
兵
衛
が
名
を
連
ね

て
い
る
の
は
、
浜
降
祭
の
存
続
は
南
湖
全
体
が
関
わ
る
問
題
だ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。 

 

天
保
十
一
年
段
階
、
鈴
木
孫
七
は
神
主
に
必
要
と
さ
れ
る
「
装
束
、
御
免

許
」
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
神
主
の
資
格
が
必
要
に
な
り
、
軍
荼
利
日
向

介
を
仲
介
に
し
て
神
祇
官
の
白
川
伯
王
家
に
入
門
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ

れ
が
こ
の
年
で
あ
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
社
会
事
情
に
よ
る
と
筆
者

は
考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
踏
み
入
ら
な
い
こ
と
に
し
た
い
。 

  

「
白
川
家
の
御
触
頭
、
軍
荼
利
日
向
介
」
と
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「軍
荼
利
日
向
介
」は
『
新
編
相
模
之
国
風
土
記
稿
』（*

７ 
以
下
『
風
土
記

稿
』
と
記
す
）
、
佐
野
川
村
岩
楯
尾
神
社
（
い
わ
た
て
お
ん
じ
ゃ
。
相
模
原
市

緑
区
佐
野
川
三
四
四
八
）
の
項
に
、「
神
主
軍
荼
利
日
向
介
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。 

 

『
風
土
記
稿
』
に
、
同
社
は
延
喜
式
内
社
相
模
一
三
座
の
一
つ
で
、
蚕
山

に
あ
り
、
神
体
の
石
楯
は
破
壊
し
て
、
あ
る
の
は
小
祠
、
下
岩
（
集
落
の
名

ヵ-

筆
者
）
の
鎮
守
と
あ
る
。
ま
た
、
蚕
山
の
社
は
前
社
で
、
本
宮
奥
の
宮

は
三
国
峠
の
頂
き
に
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

岩
楯
尾
神
社
は
こ
の
社
以
外
に
相
模
原
市
内
に
は
緑
区
名
倉
四
五
二
四
と

南
区
磯
部
二
一
三
七
に
も
あ
り
、
現
在
は
名
倉
の
社
が
式
内
社
を
唱
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。 

 

『
風
土
記
稿
』
三
五
九
頁
に
は 

神
職
軍
荼
利
日
向
介
多
基
成 

京
都
吉
田
家
の
配
隷
、
佐
野
川
村
の
岩

楯
尾
神
社
（
式
内
社
）
の
神
主
で
、
天
保
六
年
〈
一
八
三
五
〉
四
月
神

祇
伯
家
（
白
川
伯
王
家
）
の
許
状
を
賜
る 

と
あ
る
。
基
成
は
、
神
社
に
古
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
か
ら
と
、
神
武
天
皇

に
繋
が
る
神
主
由
緒
書
を
造
り
、
そ
の
文
末
に
「
神
主 

軍
荼
利
日
向
之
介

多
基
成
」
と
記
し
て
い
る
。『
風
土
記
稿
』
の
記
事
か
ら
、
基
成
は
吉
田
神

道
に
繋
が
っ
て
い
た
が
、
理
由
は
不
明
だ
が
天
保
六
年
に
白
川
伯
王
家
筋
に

移
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

軍
荼
利
日
向
介
は
佐
野
川
村
の
岩
楯
尾
神
社
神
主
で
、
軍
荼
利
日
向
介
の

官
名
を
有
し
、
律
令
時
代
の
神
祇
官
の
流
れ
を
汲
む
京
都
の
白
川
伯
王
家
の

「
御
触
頭
（
お
ふ
れ
が
し
ら
）」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
史
料
一
七
〇
号
に

あ
る
「
軍
荼
利
日
向
介
」
は
多
基
成
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
別
に
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

先
に
紹
介
し
た
圭
室
文
雄
氏
は
『
浜
降
祭
日
記
』
六
頁
で
、
一
七
〇
号
史

料
に
つ
い
て
「
鈴
木
孫
七
が
こ
の
時
に
寒
川
神
社
御
旅
所
の
神
主
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
分
か
る
」
と
解
説
し
て
い
る
が
、
孫
七
は
ま
だ
御
旅
所
神
主
に

は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 
そ
の
二 

 

同
頁
掲
載 

一
七
一
号
史
料
「寒
川
神
社
末
社
神
官
任
命
に
つ
き
願
書
」（天
保
十
一
年

〈
一
八
四
〇
〉
十
一
月
日
） 

恐
な
が
ら
書
付
を
も
っ
て
願
上
奉
り
候 
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相
州
高
座
郡
茅
ケ
崎
村
字
南
湖
浜
ニ
こ
れ
あ
る
、
一
之
宮
寒
川
神
社
御
旅
所

神
主
家
、
年
来
衰
廃
に
て
継
目
つ
か
ま
つ
ら
ず
ま
か
り
過
ぎ
候
所
、
右
村
初

五
郎
義
由
緒
こ
れ
あ
り
候
に
付
、
右
神
主
家
相
続
つ
か
ま
つ
り
候
。
こ
れ
に

依
り
今
般
御
殿
御
官
門
に
召
し
加
え
ら
れ
、
風
折
烏
帽
子
・
浄
衣
・
差
（
指
）

貫
（
袴
の
一
種
）
御
免
成
し
下
し
置
か
れ
、
鈴
木
丹
波
守
と
改
名
の
御
許
し

状
頂
戴
仕
り
た
く
、
此
の
段
願
上
候
、
も
っ
と
も
此
の
願
に
付
、
出
方
よ
り

も
故
障
等
御
座
な
く
候
、
も
し
ま
た
自
然
何
等
之
儀
出
来
候
共
、
加
判
人
引

受
、
お
役
所
え
御
苦
労
（
掛
け
間
敷
き
義
掛
け
間
敷
く―

文
章
の
乱
れ
あ
り
）

奉
り
候
間
、
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
様
、
一
同
偏
に
よ

ろ
し
く
願
上
奉
り
候
、
以
上 

 

天
保
十
一
子
年
十
一
月
日 

 
江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
州
高
座
郡
茅
ケ
崎
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

字
南
湖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
主 
喜
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組
頭 

久
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親
類 

彦
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
神
主
伴
添 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木
孫
七 

 
 

白
川
御
殿 

 
 

御
役
所 

  

内
容
は
、 

寒
川
神
社
の
御
旅
所
神
主
家
が
衰
廃
し
て
、
後
を
継
ぐ
者
が
い
な
か
っ

た
の
だ
が
、
南
湖
の
初
五
郎
が
神
主
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

白
川
伯
王
家
の
一
門
に
加
え
て
頂
き
、
風
折
烏
帽
子
等
の
神
主
装
束
の

着
用
と
、
鈴
木
丹
波
と
改
名
の
お
許
し
状
を
頂
戴
い
た
し
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
こ
か
ら
も
苦
情
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
も
し
何
事
か
が
出
来
し
ま
し
て
も
加
判
人
が
引
き
受
け
て
、
白

川
神
祇
官
へ
は
迷
惑
を
掛
け
ま
せ
ん
の
で
、
願
い
を
お
聞
き
届
け
ら
れ

ま
す
よ
う
一
同
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

と
い
う
文
面
で
、
一
七
〇
号
史
料
で
述
べ
た
御
旅
所
神
主
の
、
鈴
木
家
へ
の

引
継
ぎ
が
完
了
し
た
の
で
、
白
川
家
の
門
人
に
加
え
て
頂
き
、
神
主
装
束
一

揃
い
と
鈴
木
丹
波
と
い
う
官
名
へ
の
改
名
を
お
願
い
す
る
と
い
う
願
書
で
あ

る
。 

 

一
七
〇
号
史
料
で
取
り
上
げ
た
「
進
退
罷
り
あ
る
」
家
は
ど
こ
か
と
い
う

問
題
は
、
家
の
名
は
分
か
ら
な
い
が
鈴
木
家
の
前
に
神
主
を
勤
め
て
い
た
家

と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。 

 

「
初
五
郎
」
と
い
う
名
が
見
え
る
が
、「
孫
七
」
は
鈴
木
家
代
々
の
通
し

名
で
、「
初
五
郎
」
は
当
時
の
当
主
の
名
前
な
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ

れ
か
ら
入
門
の
手
続
を
始
め
る
訳
で
、
鈴
木
家
は
神
主
に
は
な
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。 

 

南
湖
鈴
木
家
の
白
川
伯
王
家
入
門 

 

『
白
川
家
門
人
帳
』（*

８
）
と
い
う
史
料
が
あ
る
。 

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
で
、 

白
川
家
に
伝
わ
っ
た
「
諸
国
門
人
帳
」（
四
冊
）
と
、
古
帳
の
写
「
諸
国

門
人
帳
」、
な
ら
び
に
「
諸
国
御
門
人
帳
」（
一
冊
）
の
翻
刻 

と
い
う
書
誌
デ
ー
タ
が
出
る
。
筆
者
は
こ
の
図
書
の
部
分
的
な
コ
ピ
ー
し
か

持
っ
て
い
な
い
が
、
同
書
一
九
〇
頁
に
、
鈴
木
丹
波
の
入
門
の
記
述
が
あ

る
。 同

（
相
州
）
高
座
郡
茅
ヶ
崎
村
字
南
湖 

一
之
宮
御
旅
所
神
主 

 
 

天
保
十
二
年
丑
年
正
月
願 

鈴
木
丹
波 



令和 7年(2025)9月 1日発行 郷土ちがさき（164 号）  茅ヶ崎郷土会 

~ 18 ~ 

 

と
い
う
簡
単
な
記
述
だ
が
、
入
門
願
い
は
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
の
正

月
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
白
川
家
か
ら
は
こ
の
後
に
入
門
の
許

可
証
と
思
わ
れ
る
も
の
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。『
南
湖
郷
土
誌
』
一
八
一
頁

に
は
そ
の
文
書
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
あ
る
。 

鈴
木
家
に
は
御
旅
所
神
主
に
任
命
さ
れ
た
時
の
古
文
書
が
数
点
伝
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
『
付
属
状
』
に
は
次
の
よ
う
に
か
い
て
あ
る
。 

願
に
任
せ
身
浄
目
式
伝
達
せ
し
む
の
上
は
、
神
事
祭
礼
の
日
、
其
の

身
浄
目
旅
所
出
入
り
せ
ら
る
べ
く 

よ
っ
て
執
啓
如
件
／
白
川
神
祇

伯
王
殿
／
岩
村
觸
頭
／
天
保
十
二
年
丑
年
正
月
／
相
州
高
座
郡
茅
ヶ

崎
村
南
湖
／
鈴
木
孫
七
殿 

 

同
月
内
に
授
受
さ
れ
て
い
る
の
は
触
頭
軍
荼
利
日
向
介
を
介
し
た
準
備
の

上
で
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
発
行
者
が
「
岩
村
觸
頭
」
と
な
っ
て
い
る

の
は
「
岩
村
」
は
佐
野
川
村
内
の
地
名
で
、
軍
荼
利
日
向
介
の
こ
と
、
ま
た

こ
の
文
書
が
『
付
属
状
』
と
題
さ
れ
て
い
る
の
は
神
主
装
束
な
ど
に
付
け
て

下
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

な
お
『
白
川
家
門
人
帳
』
に
は
、
鈴
木
丹
波
以
外
に
現
在
の
茅
ヶ
崎
市
内

か
ら
入
門
者
が
四
人
記
さ
れ
て
い
る
。
一
七
七
頁
に
①
茅
ヶ
崎
村
之
石
井
長

四
郎
（
御
門
下
の
列
／
中
臣
祓
授
與
／
御
禮
金
百
疋
／
申
次 
津
國
屋
右
兵

衛
） 

天
保
十
四
年
〈
一
八
四
三
〉
二
月
二
十
六
日
、
一
九
二
頁
に
②
平
太

夫
新
田
佐
塚
明
神
鑰
取
平
井
備
後 

天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
正
月
、
五

六
三
頁
に
③
濱
ノ
郷
村
鶴
嶺
八
幡
宮
神
主
石
坂
主
税
（
神
拝
式
／
お
礼
金
貳

百
疋 

明
治
元
年
〈
一
八
六
八
〉
／
申
次 

古
川
三
郎
）、
同
頁
に
④
赤
羽

根
村
神
明
宮
神
主
杉
崎
蔵
人
（
神
拝
式
、
礼
金
は
前
同
ヵ―

筆
者
）。 

 

こ
の
四
人
の
記
録
か
ら
、
白
川
家
か
ら
入
門
許
状
と
神
主
衣
装
の
授
与
、

改
名
許
可
、
神
拝
式
作
法
の
伝
授
が
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
入
門
者
か
ら
は
礼

金
が
白
川
家
へ
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

浜
降
祭
起
源
伝
説
と
文
献
史
料 

 

一
七
〇
号
・
一
七
一
号
史
料
に
は
、
孫
七
が
神
輿
を
引
き
揚
げ
た
と
い
う

こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
伝
説
が
述
べ
て
い
る
事
と
全
く
違
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た

っ
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。 

一
、
鈴
木
家
が
浜
降
祭
の
御
旅
所
神
主
の
許
状
を
白
川
伯
王
家
か
ら
下
さ
れ

た
の
は
天
保
十
二
年
で
あ
り
、
伝
説
の
神
輿
流
出
事
件
も
天
保
の
頃
と

な
っ
て
い
る
。
伝
説
は
鈴
木
家
が
白
川
家
に
入
門
し
御
旅
所
神
主
に
な

っ
た
年
に
合
わ
せ
て
語
ら
れ
て
い
る
。 

二
、
鈴
木
家
が
浜
降
祭
に
関
与
す
る
前
に
別
の
御
旅
所
神
主
家
が
あ
っ
た
。

神
輿
流
出
事
件
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
平
塚
市
に
伝
わ
る
丁
髷
塚

の
話
な
ど
は
、
伝
説
が
自
ら
も
っ
と
も
ら
し
い
話
へ
と
成
長
す
る
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。 

三
、
伝
説
の
、
孫
七
が
神
輿
を
拾
い
上
げ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
根
も
葉

も
な
い
話
で
は
な
く
、
全
国
の
水
辺
に
多
く
伝
わ
る
漂
着
神
信
仰
の
一

つ
の
形
態
で
あ
る
。
時
代
を
超
え
て
伝
わ
る
信
仰
が
芯
に
あ
る
か
ら
、

白
川
家
の
許
状
を
得
た
と
い
う
よ
う
な
歴
史
的
事
項
を
取
り
込
ん
で
、

伝
説
は
成
長
し
、
語
り
継
が
れ
て
い
く
。 

 

【
引
用
文
献
】 

*
１ 

『
日
本
民
俗
事
典
』「
伝
説
」 

大
塚
民
俗
学
会
編
弘
文
堂
昭
和
四
七

年
刊 

四
八
〇
頁 

*

２ 
『
茅
ヶ
崎
市
史
』
５
概
説
編 

二
一
〇
頁
～
。 

*

３ 
寒
川
町
史
調
査
報
告
１
２
『
浜
降
祭
日
記
』
五
頁 

平
成
一
四
年
寒

川
町
刊
寒
川
町
刊 
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*

４ 

０
３
の
五
頁 

*
５ 

『
茅
ヶ
崎
市
史
』
１
資
料
編
上 

昭
和
五
二
年
茅
ヶ
崎
市
刊 

*
６ 
資
料
館
叢
書
１
１
『
南
湖
郷
土
誌
』
一
八
二
頁 

平
成
七
年
茅
ヶ
崎

市
教
育
委
員
会
刊 

*

７ 

大
日
本
地
誌
大
系
二
三
『
新
編
相
模
之
国
風
土
記
稿
』
第
五
巻
三
五

五
頁 

昭
和
四
七
年
雄
山
閣
刊 

 

*

８ 

近
藤
熹
博
編
『
白
川
家
門
人
帳
』
白
川
家
門
人
帳
刊
行
会 

昭
和
四

七
年
刊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
二
五
年
八
月
十
五
日
記
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 
 
 
 

『茅
ヶ
崎
市
史
』四
巻
（通
史
編
）を
読
ん
で
い
ま
す 

平
松
和
弘

 

『
茅
ヶ
崎
市
史
』
四
（
通
史
編
）
の
輪
読
会
を
「
茅
ヶ
崎
郷
土
会
」
と

「
ち
が
さ
き
丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
の
会
（
ま
る
ご
と
博
物
館
の

会
）」
が
コ
ラ
ボ
し
て
二
〇
二
四
年
八
月
二
十
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

 

私
は
丸
ご
と
博
物
館
の
会
に
入
会
し
て
か
ら
、
早
や
十
年
に
な
り
ま
す
。

茅
ヶ
崎
市
内
の
都
市
資
源
を
多
く
の
方
に
紹
介
す
る
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
郷
土
会
に
も
入
会
し
て
、
色
々
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。 

 

両
方
の
会
の
古
参
の
方
々
も
常
々
感
じ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
我
々
の
茅

ヶ
崎
に
関
す
る
知
識
は
、
茅
ヶ
崎
市
史
由
来
で
は
な
い
か
、
ま
ず
、
茅
ヶ
崎

市
史
を
読
ん
で
い
く
こ
と
か
ら
勉
強
し
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
が
輪
読
会
開
始
の
発
端
で
し
た
。 

 

そ
し
て
茅
ヶ
崎
の
歴
史
を
学
ぶ
に
は
、『
茅
ヶ
崎
市
史
』
四
（
通
史
編
）

の
輪
読
が
適
当
と
な
り
、
そ
の
一
回
目
か
ら
手
分
け
し
て
読
み
進
み
始
め
ま

し
た
。
こ
の
通
史
編
は
昭
和
五
十
六
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
後
の
研
究
の
進
展
等
で
現
在
で
は
異
な
る
見
解
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
は
推
測
し
て
い
ま
し
た
。 

 

通
史
編
は
、
先
史
時
代
か
ら
現
代
の
茅
ヶ
崎
市
に
至
る
概
説
で
、
地
形
編

か
ら
始
ま
り
、
考
古
編
、
古
代
・
中
世
編
（
後
北
条
氏
滅
亡
の
天
正
十
八
年
：
一

五
九
〇
ま
で
）
、
近
世
編
（
江
戸
幕
府
崩
壊
の
慶
応
四
年
：
一
八
六
八
ま
で
）
、
近
現

代
編
（
昭
和
二
十
二
年
：
一
九
四
七
の
茅
ヶ
崎
市
発
足
ま
で
。
昭
和
三
十
年
：
一
九
五

五
の
小
出
村
合
併
に
つ
い
て
も
含
む
。）
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
史
輪
読
会
の
発
足
以
来
一
年
を
経
過
し
、
一
三
回
目
の
八
月
五
日
、
古

代
・
中
世
編
に
入
り
ま
し
た
。
地
形
と
考
古
編
は
取
っ
つ
き
に
く
い
テ
ー
マ

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
と
我
々
が
知
っ
て
い
る
時
代
に
入
り
想
像
を

巡
ら
せ
る
機
会
が
ぐ
～
ん
と
広
が
り
は
じ
め
ま
し
た
。 

 

八
月
五
日
は
、
古
代
・
中
世
編
第
一
章
「
古
代
の
茅
ヶ
崎
」
の
「
概
観
」

と
第
一
節
「
茅
ヶ
崎
の
あ
け
ぼ
の
」
の
項
を
読
み
ま
し
た
。
数
行
ず
つ
読
ん

で
、
参
加
者
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
て
、
知
的
興
味
は
あ
ふ
れ
、
新
し
い
情

報
提
供
も
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 
輪
読
会
は
毎
月
第
一
火
曜
日
十
三
時
半
か
ら
、
主
に
図
書
館
二
会
議
室
で
、

一
〇
名
位
で
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
参
加
で
き
ま
す
。 

 

上
記
し
た
会
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。
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風 

 

自
由
投
稿
欄 

 
 
 

  
 

オ
リ
ヅ
ル
の
願
い 

 
 

 
 

 
―

 
佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
三
姉
妹
オ
リ
ヅ
ル 
―

 

長
谷
川
由
美 

 

広
島
市
の
「
広
島
平
和
記
念
公
園
」
に
あ
る
「
原
爆
の
子
の
像
」
の
モ
デ

ル
の
佐
々
木
禎
子
さ
ん
が
折
っ
た
オ
リ
ヅ
ル
が
、
ご
遺
族
か
ら
茅
ヶ
崎
市
に

寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？ 
禎
子
さ
ん
と
折
鶴
の
話
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。 

  

禎
子
さ
ん
と
折
鶴
の
話
を
、
私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
ホ
ノ
ル
ル
で
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
、
茅
ヶ
崎
市
が
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
と
姉
妹
都
市
に

な
ろ
う
と
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
市
議
会
議
員
も
私
費
で
ホ
ノ
ル
ル
市

議
会
へ
表
敬
訪
問
を
し
よ
う
と
な
り
ハ
ワ
イ
へ
。
そ
れ
な
ら
、
文
化
交
流
の

端
緒
を
探
そ
う
と
、
私
は
自
由
時
間
を
使
っ
てJapanese Culture 

Centre of Hawaii(

日
系
人
に
よ
る
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
）
を
訪
ね
、
理

事
長
の
ハ
ヤ
シ
ノ
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。 

 

「
茅
ヶ
崎
市
の
市
民
に
よ
る
文
化
活
動
団
体
に
所
属
し
て
い
て
、
ホ
ノ
ル

ル
の
方
々
と
文
化
交
流
や
平
和
啓
発
に
つ
い
て
交
流
を
持
ち
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
ハ
ワ
イ
に
は
日
系
人
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
伝
統
的
な
華
道
、
茶
道
、
書
道
を
は
じ
め
、
空
手
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
和
太
鼓
の
演
奏
も
人
気
が
あ
る
な
ど
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
が
後
に
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
祭
へ
の
書
道
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
の
ハ

ワ
イ
か
ら
の
出
展
に
つ
な
が
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き…

 

  

な
ぜ
、
平
和
啓
発
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
た
か
と
い
え
ば
、
茅
ヶ
崎
市
文

化
団
体
協
議
会
は
、
茅
ヶ
崎
市
の
平
和
啓
発
活
動
を
市
と
協
働
で
行
な
っ
て

き
た
「
平
和
を
考
え
る
茅
ヶ
崎
市
民
の
会
実
行
委
員
会
」
に
委
員
を
選
出
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
ホ
ノ
ル
ル
に
は
日
米
開
戦
の
地
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
真
珠
湾
も
あ
る
か
ら
で
す
。 

  
「
平
和
と
い
う
こ
と
な
ら…

」
と
、
ハ
ヤ
シ
ノ
理
事
長
が
出
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
が
、
真
珠
湾
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈
さ
れ
た
「
サ
ダ
コ
の
オ
リ

ヅ
ル
」
と
、
そ
の
常
設
展
示
に
つ
い
て
の
資
料
で
し
た
。
二
〇
一
二
年
、

佐
々
木
家
か
ら
、
サ
ダ
コ
の
オ
リ
ヅ
ル
が
寄
贈
を
さ
れ
、
日
本
文
化
セ
ン
タ
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ー
を
初
め
、
多
く
の
日
系
人
の

寄
付
な
ど
に
よ
っ
て
、
常
設
の

展
示
設
備
が
整
え
ら
れ
た
の
で

し
た
。 

 

ハ
ワ
イ
に
は
、
最
多
時
二
一

万
人
の
日
系
人
が
移
住
し
生
活

し
て
お
り
、
中
で
も
広
島
県
、

福
島
県
の
方
が
多
か
っ
た
と
の

こ
と
。
移
っ
た
日
本
人
が
家
族

を
も
ち
、
日
系
二
世
が
成
人
し

た
頃
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
は

起
こ
り
ま
し
た
。
想
像
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
両
親
の
国
で
あ

る
日
本
、
自
分
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
日
本
が
、
自
分
が
育
っ
た

国
、
米
国
な
ど
と
戦
争
を
始
め

た
の
で
す
。
日
系
二
世
の
青
年

た
ち
の
中
か
ら
、
米
国
に
忠
誠

を
誓
っ
て
米
国
の
軍
隊
に
入

り
、
日
系
人
部
隊
が
編
成
さ
れ

ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線

で
、
誰
よ
り
も
勇
敢
に
戦
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
功
績
に
よ
り
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
系
人
の
地
位
は
高
く
、
退
役
さ
れ
た

方
々
は
尊
敬
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

「
サ
ダ
コ
の
オ
リ
ヅ
ル
」
の
展
示
が
あ
る
真
珠
湾
は
、
ご
存
知
の
と
お
り

日
本
が
攻
撃
を
し
た
場
所
で
す
。
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
は
、
海
底
に
沈
み
、
今
で

も
燃
料
だ
っ
た
オ
イ
ル
が
プ
カ
リ
、
プ
カ
リ
、
水
面
に
浮
い
て
き
ま
す
。 

 

平
和
の
象
徴
と
し
て
、
全
世
界
で
知
ら
れ
る
サ
ダ
コ
の
オ
リ
ヅ
ル
。
そ
の

オ
リ
ヅ
ル
に
か
け
る
平
和
へ
の
願
い
は
、
二
歳
で
被
爆
し
、
一
二
歳
で
白
血

病
を
発
症
し
死
亡
し
た
佐
々
木
禎
子
さ
ん
が
、
病
床
の
中
で
、
痛
み
や
苦
し

み
と
闘
い
な
が
ら
、
家
族
を
思
い
、
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
折
っ
た
千

六
百
と
も
、
そ
れ
以
上
と
も
言
わ
れ
る
折
り
鶴
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
禎
子

さ
ん
の
没
後
、
同
級
生
に
よ
っ
て
全
国
へ
募
金
が
呼
び
か
け
ら
れ
、「
原
爆

の
子
の
像
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
り
、
遺
族
や
原
爆
資
料
館
に
残
さ
れ
た
数

十
と
言
わ
れ
る
禎
子
の
オ
リ
ヅ
ル
が
、
思
い
や
り
と
平
和
の
象
徴
と
し
て
全

世
界
に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
う
ち
の
一
羽
が
真
珠
湾
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
、
一
羽
が
真
珠
湾
に

あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
に
、
一
羽
が
茅
ヶ
崎
市
役
所
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
珠
湾
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
オ
リ
ヅ
ル
展
示
の
横
に
は
、
海
底
に

保
存
さ
れ
て
い
る
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
の
様
子
の
ラ
イ
ブ
映
像
が
映
し
出
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

日
本
の
攻
撃
で
沈
ん
だ
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
、
原
爆
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
禎

子
さ
ん
、
戦
争
の
終
結
を
見
守
っ
た
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
、
そ
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

に
も
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
「
禎
子
の
オ
リ
ヅ
ル
」
が
あ
る
の
で
す
。 

  

茅
ヶ
崎
市
と
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
の
姉
妹
都
市
友
好
協
定
書
に
は
、「
平
和
」

の
文
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
羽
の
鶴
は
、
仲
の
良
い
姉
妹
鶴
と
し
て
、
平

和
へ
の
願
い
を
伝
え
、
私
た
ち
が
そ
の
願
い
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
見
守

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 
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ロ
ン
ド
ン
の
ト
ト
ロ 

川
村 

恵
（
在 

ロ
ン
ド
ン
） 

 

二
〇
二
五
年
六
月
十
四
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
舞
台

を
見
に
行
き
ま
し
た
。 

 

一
九
八
八
年
の
「Studio Ghibli

（
ス
タ
ジ
ロ
ジ
ブ
リ
）」
の
映
画
は
英

国
で
は
デ
イ
ズ
ニ
ー
の
映
画
並
み
に
大
変
人
気
で
、
テ
レ
ビ
に
よ
く
出
ま
す 

「Ghibli Week

（
ジ
ブ
リ
ウ
イ
ー
ク
）」
と
い
っ
て
、
ジ
ブ
リ
の
映
画
ば
か

り
を
一
週
間
の
間
、
毎
日
、
昼
に
一
作
ず
つ
上
映
す
る
週
が
時
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
ト
ト
ロ
は
も
ち
ろ
ん
放
送
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
二
〇
二
二
年
十
月
に
「My 

Neighbour 
Totoro

（
と
な
り
の
ト
ト
ロ
）」
の
舞
台
がBarbican

（
バ
ー

ビ
カ
ン
）
で
始
ま
る
に
際
し
、
同
年
の
五
月
十
九
日
に
発
売
さ
れ
た
ト
ト
ロ

の
舞
台
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
バ
ー
ビ
カ
ン
で
、
一
日
で
最
も
多
く
売
れ
た
チ
ケ

ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
二
〇
一
五
年
に
行
わ
れ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
・
カ
ン
バ
ー
バ
ッ
チ
主
役
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
舞
台
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
が

一
日
で
一
番
多
く
売
れ
た
切
符
で
し
た
。
英
語
の
作
家
で
は
世
界
一
と
称
さ

れ
て
四
百
年
の
歴
史
を
持
つ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
一
日
の
販
売
チ
ケ
ッ
ト

数
を
、
ト
ト
ロ
が
追
い
抜
い
た
と
は
非
常
に
驚
き
の
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。 

 

ト
ト
ロ
の
舞
台
は
バ
ー
ビ
カ
ン
で
二
〇
二
二
年
十
月
十
八
日
か
ら
翌
年
一

月
二
十
一
日
ま
で
続
き
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
〇
二
四
年

三
月
二
十
三
日
ま
で
同
劇
場
で
再
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
三
回
目
の
舞
台
は
、
二
〇
二
五
年
に
は
ロ
ン
ド

ン
の
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
に
あ
る
劇
場
、Gillian 

Lynne 
Theatre

（
ジ
リ

ア
ン
・
リ
ン
・
シ
ア
タ
ー
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
上
演
は
三
月
八
日
か

ら
三
四
週
間
で
す
が
、
六
月
十
四
日
の
舞
台
を
見
る
た
め
に
妹
は
一
年
前
に

切
符
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日
、
夕
方
七
時
か
ら
の
舞
台
の
た
め
に

六
時
頃
に
シ
ア
タ
ー
に
到
着
す
る
と
、
劇
場
の
前
に
い
る
人
た
ち
が
看
板
を

見
て
喜
ん
で
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

英
国
に
は
「
お
祭
り
」
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
私
た
ち
は
日
本
の
各
地
に

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
に
憧
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
入
場
し
た
日
、
ジ
リ
ア
ン
・
リ
ン
・
シ
ア
タ
ー
の
中
は
す
っ
か
り
お
祭

り
騒
ぎ
で
し
た
。
屋
内
の
シ
ョ
ッ
プ
で
ト
ト
ロ
グ
ッ
ズ
を
喜
ん
で
買
っ
て
い

る
人
が
多
く
、
妹
と
席
に
座
る
と
、
両
隣
の
観
客
二
組
は
、
興
奮
の
あ
ま
り

に
座
る
な
り
私
た
ち
に
話
し
か
け
て
来
ま
し
た
。
右
側
の
カ
ッ
プ
ル
は
英
語

の
舞
台
に
日
本
語
が
混

じ
る
と
言
い
、「
私
達
も

少
し
日
本
語
を
勉
強
し

ま
し
た
！
」
と
の
こ

と
。
左
側
の
ス
イ
ス
か

ら
の
親
子
は
「Totoro 

is 
so 

cute!

（
ト
ト
ロ

は

と

て

も

か

わ

い

い
！
）
」
と
、
「
大
好
き

だ
か
ら
日
本
に
行
っ
て

Ghibli 
Park

（
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
）
に
も
行
き
た
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い
。
ト
ト
ロ
と
共
に
主
役
の

MEI

（
メ
イ
）
と
名
付
け
た
家
族
の
一
員

も
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

舞
台
が
始
ま
り
、
映
画
で
見
た
ト

ト
ロ
の
お
話
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
英

語
で
（
歌
は
日
本
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
）、
そ
し
て
白
い
ト
ト
ロ
と
荷
物
持

ち
の
青
い
ト
ト
ロ
が
登
場
す
る
と
皆

が
大
喜
び
で
笑
っ
て
拍
手
。
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
い
ら
し
さ
と
、
日
本

の
自
然
豊
か
な
場
所
を
再
現
し
て
進

む
ス
ト
ー
リ
ー
が
こ
ん
な
に
愛
さ
れ

て
い
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

 

左
側
の
親
子
の
お
母
さ
ま
は
、
舞

台
の
後
、
感
激
で
泣
い
て
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。 

 

舞
台
を
見
に
行
っ
た
後
、
何
カ
所
か
の
本
屋
さ
ん
で
ト
ト
ロ
の
本
を
探
し

ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
映
画
の
方
が
人
気
な
の
だ
そ
う
で
し

た
。 

 

我
が
家
に
は
ト
ト
ロ
に
そ
っ
く
り
の
猫
が
い
ま
す
。
そ
の
猫
を
見
て
、
今

も
ト
ト
ロ
の
舞
台
を
思
い
出
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

ロ
ン
ド
ン
で
は
現
在
も
ト
ト
ロ
の
舞
台
が
た
い
へ
ん
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
は
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
が
有
名
で
す
が
、
英
国
の
演
劇
界
で

は
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ビ
エ
賞
が
最
上
級
の
光
栄
で
す
。
二
〇
二
二
年

Barbican

（
バ
ー
ビ
カ

ン
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

は
、
翌
年
の
四
月
、
こ
の

賞
を
六
部
門
で
受
賞
し
ま

し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
況
が
ロ

ン
ド
ン
の
ト
ト
ロ
に
関
し

て
続
い
て
い
ま
す
の
で
、

私
た
ち
は
ジ
リ
ア
ン
・
リ

ン
・
シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
ト
ト
ロ
の
舞
台
を

六
月
十
四
日
に
見
に
行
っ
た
の
で
す
。
嬉
し
い
騒
ぎ
で
し
た
。 

 

（
補
注
） 

バ
ー
ビ
カ
ン
（Barbican

）
ロ
ン
ド
ン
東
部
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
金
融
街
の

真
ん
中
に
位
置
す
る
、
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
一
大
商
業
・
居

住
・
文
化
複
合
街
区
。 

ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド 

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
一
地
区
の
通
称
。
ロ
ン
ド
ン
を
代

表
す
る
繁
華
街
が
あ
る
。 

ジ
リ
ア
ン
・
リ
ン
・
シ
ア
タ
ー 

(

旧
ニ
ュ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
・
シ
ア
タ
ー) 

ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
名
門
劇
場
。
内
部
は
二
層
に
わ
か
れ
て
お
り
、
九
六

〇
名
を
収
容
で
き
る
。 

ロ
ン
ド
ン
で
の
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
上
演 

https://spice.eplus.jp/articles/328277
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グ
ラ
ン
・カ
ナ
リ
ア
島
訪
問
記 

川

川
村
美
子
（
在 

ロ
ン
ド
ン
） 

 

皆
様
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
グ
ラ
ン
・
カ
ナ
リ
ア
島
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？ 

 

行
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
！ 

と
即
答
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

大
西
洋
に
浮
か
ぶ
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
一
つ
で
ス
ペ
イ
ン
に
属
し
、
ス
ペ
イ

ン
か
ら
約
１
０
０
０
キ
ロ
、

モ
ロ
ッ
コ
か
ら
約
１
０
０
キ

ロ
の
ア
フ
リ
カ
寄
り
に
位
置

し
ま
す
。 

 
こ
の
常
春
の
島
に
一
九
九

四
年
に
初
め
て
行
っ
て
か
ら
、

ず
っ
と
、「
こ
ん
な
ブ
ル
ー
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の

か
し
ら
」
と
驚
か
さ
れ
る
海
、、

夕
陽
が
沈
む
時
の
赤
や
ピ
ン

ク
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
変
化
に

我
を
忘
れ
、
す
っ
か
り
魅
了

さ
れ
、
こ
の
三
十
年
間
、
何

度
行
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
七
月
十
三
日
か
ら
二

十
日
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

島
の
人
々
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
の
ホ
リ
デ
ー
客
が
共
存
し
な
が
ら
、

皆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
仲
良
く
居
心
地
よ
く
、
過
ご
せ
ま
す
。 

 

い
く
つ
も
ビ
ー
チ
が
あ
り
、
日
光
浴
と
気
が
向
い
た
ら
泳
ぎ
、
健
康
的
で
、

物
価
も
安
く
、
優
し
く
明
る
い
地
元
の
人
々
に
癒
さ
れ
ま
す
。 

 

島
に
初
め
て
行
っ
て
食
事
し
た
夜
、
グ
ラ
ン
・
カ
ナ
リ
ア
島
在
住
の
日
本

人
の
沖 

邦
博
さ
ん
と
出
会
い
、
そ
れ
か
ら
行
く
た
び
に
ご
家
族
、
友
人
、

知
人
、
仕
事
仲
間
を
紹
介
さ
れ
、
輪
が
拡
が
り
、
私
の
家
族
な
ど
も
順
番
に

来
て
馴
染
み
、
世
界
中
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
て
幸
せ
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ロ
ン
ド
ン
に
帰
り
ま
す
。 

 

沖
さ
ん
は
、
約
五
十
年
前
か

ら
在
住
し
、
当
初
は
、
遠
洋
漁

業
で
栄
え
た
ラ
ス
パ
ル
マ
ス
で

働
き
、
や
が
て
島
の
南
部
で
レ

ス
ト
ラ
ン
を
営
み
、
島
民
か
ら

慕
わ
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

今
は
八
四
歳
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
に
、
ご
自
分
の
果
樹
園
で

マ
ン
ゴ
ー
、
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
を

育
て
て
い
ま
す
。
ほ
っ
ぺ
た
が

落
ち
る
ほ
ど
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
甘

く
美
味
し
い
で
す
。
い
つ
も
、
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空
を
仰
ぎ
「
神
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
言
っ
て
水
撒

き
な
ど
な
さ
る
そ
う

で
す
。 

 

カ
ナ
リ
ア
諸
島
周

辺
は
、
昔
か
ら
マ
グ

ロ
、
カ
ツ
オ
、
エ
ビ
、

タ
コ
、
イ
カ
な
ど
や

貝
類
も
獲
れ
ま
す
。

パ
エ
リ
ア
を
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
食
す

る
と
、
ス
ペ
イ
ン
人

の
気
分
で
す
。
お
皿

に
取
り
分
け
て
下
さ

る
時
も
ち
ょ
っ
と
し

た
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
大
き
な
エ
ビ
が

ア
ク
セ
ン
ト
で
す
。 

 

カ
ナ
リ
ア
諸
島
の

州
都
の
一
つ
、
ラ
ス

パ
ル
マ
ス
は
、
大
航
海
時
代
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
ら
も
中
継
地
点
と
し
て
停
泊

し
、、
近
年
で
は
遠
洋
漁
業
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
様
、
三
船
敏

郎
さ
ん
主
演
の
映
画

「
怒
涛
一
万
里
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？ 

あ
の
港
で
す
。 

 

ま
た
、
世
界
で
も
美

し
い
ビ
ー
チ
に
選
ば
れ

て
い
る
ラ
ス
カ
ン
テ
ラ

ス
・
ビ
ー
チ
の
そ
ば
に

は
、
ス
テ
キ
な
カ
フ
ェ

が
あ
り
、
有
名
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
絵
の
ポ
ス

タ
ー
を
観
な
が
ら
お
茶

を
飲
み
、
至
福
の
時
を

過
ご
せ
ま
し
た
。 

 

な
ん
と
、
そ
こ
に
、
本
当
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
登
場
で
び
っ
く
り
‼️ 

快
く

サ
イ
ン
と
握
手
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
九
二
歳
のPEPE DAMASO

氏
。

地
元
の
人
に
、
空
港
に
彼
の
作
品
が
あ
る
と
聞
き
、
離
陸
す
る
前
に
し
っ
か

り
と
拝
見
し
ま
し
た
。 

 

今
回
も
様
々
な
素
敵
な
出
会
い
が
あ
り
、
発
見
が
あ
り
、
帰
宅
し
て
も
ま

た
す
ぐ
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。
ふ
と
茅
ヶ
崎
や
、
茅
ヶ
崎
の
皆
様
と
ど
こ

か
似
て
る
と
思
い
な
が
ら
、
ま
た
茅
ヶ
崎
に
も
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。
私

に
は
、
い
く
つ
も
愛
す
る
心
の
故
郷
が
あ
り
感
謝
し
ま
す
。 
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短
歌
七
首 

 

 
 
 
 

遠
き
日 

藤
間
克
子 

柏
餅
手
作
り
を
せ
し
遠
き
日
の
祖
母
を
想
い
ぬ
一
人
食
み

つつ 

 

遠
き
日
の
農
の
暮
ら
し
を
し
っか
り
と
支
え
し
祖
母
の
節
く

れ
だ
った
手 

 

 

雨
上
が
り
の
庭
の
草
生

く

さ

ふ

を
緑
美 は

し
き
小
蛙
跳
ね
し
遠
き
日

も
ど
ら
ず 

 

紫
陽
花
の
夜
目
に
白
じ
ら
黙
し
い
て
妖
し
き
気
配
の
さ
庭

の
真
闇 

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の
花
い
ち
よ
う
に
下
を
向
き
夕
影
の
中
祈
る

が
ご
と
し 

 

八
・六
（八
月
六
日
）の
新
聞
「原
爆
の
恐
ろ
し
さ
」「失
わ
れ
し

命
へ
の
祈
り
」に
う
ず
ま
る 

 

八
十
年
経 た

ち
し
も
浴
び
し
放
射
線
ゆ
え
の
病
に
苦
し
む

人
等 

 

新
暦
短
歌
会
々
員 
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茅
ヶ
崎
郷
土
会
の
事
業
報
告 

 

  

第
三
一
三
回 
史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り
報
告 

 
 

茅
ヶ
崎
市
内
の
東
海
道
を
歩
く
（
そ
の
４
） 

 
 
 

今
宿
か
ら
中
島
を
め
ぐ
る 

平
野
文
明 

  

日
時 

令
和
七
年
六
月
十
四
日
（
土
） 
参
加
者
：
一
五
名 

 

は
じ
め
に 

 

茅
ヶ
崎
市
内
に
は
江
戸
と
各
地
を
結
ん
だ
主
要
道
路
が
三
本
通
っ
て
い
ま

し
た
。
大
山
道
と
鎌
倉
街
道
と
東
海
道
で
す
。
東
海
道
は
古
い
道
で
す
が
慶

長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
徳
川
家
康
が
宿
駅
伝
馬
制
度
を
整
え
て
天
下
の
大

道
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
東
海
道
は
藤
沢
宿
と
平
塚
宿
の
間
に
あ
っ
て
、

旅
人
が
休
憩
す
る
「
ぼ
た
も
ち
立
場
」
と
「
南
湖
立
場
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
天
下
の
街
道
、
最
近
は
歩
き
と
お
す
人
た
ち
が
多
い
よ
う
で

す
。
集
団
で
西
に
向
か
う
人
た
ち
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

茅
ヶ
崎
郷
土
会
で
も
過
去
に
何
回
か
市
内
の
東
海
道
探
訪
を
め
ぐ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
度
か
ら
四
回
に
分
け
て
史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
報
告
す
る
の
は
、
そ
の
最
後
の
今
宿
と
中
島
（
江
戸
時
代
は
今

宿
村
、
中
島
村
）
で
す
。 

 

実
施
し
た
六
月
十
四
日
は
雨
の
予
報
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
午
前
中
は
降

り
そ
う
に
な
か
っ
た
の
で
出
発
し
た
と
こ
ろ
、
や
が
て
小
雨
が
ぱ
ら
つ
き
、

中
島
の
途
中
で
切
り
上
げ
る
災
難
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
予

定
し
た
コ
ー
ス
の
半
分
し
か
回
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
現
地
で
配
布
し

た
見
学
箇
所
の
説
明
書
の
コ
ー
ス
の
順
番
と
、
実
施
日
に
回
っ
た
順
番
が
違

い
ま
し
た
が
、
こ
の
報
告
で
は
実
際
に
歩
い
た
順
に
記
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
見
学
の
目
玉
は
、
市
指
定
重
要
文
化
財
の
木
造
日
蓮
上
人
坐
像
が

祭
ら
れ
て
い
る
信
隆
寺
さ
ん
と
上
国
寺
さ
ん
で
、
そ
の
お
像
を
拝
ま
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
し
た
。 

 

い
つ
も
の
よ
う
に
朝
八
時
五
十
分
ま
で
に
駅
改
札
前
に
集
ま
り
、
駅
北
口

九
時
発
の
平
塚
駅
行
き
バ
ス
に
乗
車
、
バ
ス
停
「
今
宿
」
で
下
車
し
、
帰
り

は
「
新
田
入
口
」
で
乗
車
し
、
茅
ヶ
崎
駅
に
帰
着
し
ま
し
た
。 

 

① 

妙
厳
山
信
隆
寺 

日
蓮
宗 

今
宿
八
三
七 

 

信
隆
寺
は
『
新
編
相
模
之
国
風
土
記
稿
』（*

０１
）
今
宿
村
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
『
風
土
記
稿
』
と
略
記
し
ま
す
。
読
み
や
す
く

す
る
た
め
文
章
に
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

妙
厳
山
と
号
す
。
法
華
宗
、
下
総
国
、
中
山
法
華
寺
（
正
中
山
法
華
寺
）

末
。
開
山
を
伝
え
ず
。
開
基
は
甲
州
武
田
家
の
支
族
信
就
（
の
ぶ
な
り
）、

先
祖
の
菩
提
の
為
に
造
立
す
る
所
と
云
ふ
〈
事
は
鰐
口
の
銘
に
見
ゆ
。

下
に
出
す
寺
伝
に
、
信
就
眼
を
患
い
て
明
を
失
ひ
、
薙
染
（
ち
ぜ
ん
＝
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得
度
）
し
て
信
隆
院
日
閑
法
卿
と
号
す
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
八

月
廿
五
日
寂
す
と
云
ふ
。【
諸
家
系
図
纂
】
を
按
ず
る
に
、
武
田
陸
奥
守

信
虎
の
弟
勝
沼
安
芸
守
信
友
が
長
男 

丹
後
守
信
原
が
子
を
武
田
日
閑
と

掲
げ
、
信
就
盲
人
、
元
法
華
宗 

信
隆
院
と
見
ゆ
〉。 

三
宝
祖
師
を
本
尊
と
す
。 

七
面
堂 
堂
前
鰐
口
を
掛
く
。
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
五
月
の
文
を

刻
す
〈
奉
建
立
相
州
高
座
郡
今
宿
村 

妙
厳
山
信
隆
寺 

厥
（
そ
の
）

志
者
（
こ
こ
ろ
ざ
し
は
）、
為
先
祖
菩
提
也 

大
願
主
当
寺
開
基
大
檀
那

也
、
従
多
田
満
仲
四
代
武
田
新
羅
三
郎
義
光
公
十
六
代
の
後
胤
源
法
印

信
就
公
信
隆
院
日
閑
法
印
敬
白
〉 

 

『
風
土
記
稿
』
に
は
「
開
山
を
伝
え
ず
」
と
あ
り
ま
す
が
、
信
隆
寺
の
サ

イ
ト
に
は
「
開
山
上
人
と
し
て
正
中
山
法
華
寺
（
千
葉
県
市
川
市
）
よ
り
善

立
院
日
意
上
人
を
招
い
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
『
風
土
記
稿
』
に
、
開
基
は
甲
州
武
田
氏
の
一
族
の
信
就
（
の
ぶ
な

り
）
と
あ
り
、
信
隆
寺
創
立
の
こ
と
は
、
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
鰐
口
の
銘

に
依
る
と
し
て
そ
の
銘
文
を
引
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
諸
家
系
図
纂
」
を

引
き
、
信
就
は
武
田
信
虎
（
信
玄
の
父
）
の
弟
勝
沼
信
友
の
長
男 

信
原
の

子
で
、
日
閑
と
号
し
、
盲
人
で
、
法
華
宗
信
者
、
院
号
は
「
信
隆
院
」
と
唱

え
た
と
あ
り
ま
す
。
信
隆
寺
の
寺
号
は
信
就
の
院
号
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

信
隆
寺
創
立
の
い
き
さ
つ
が
刻
さ
れ
て
い
る
鰐
口
に
つ
い
て
、『
風
土
記

稿
』
は
「
寛
永
元
年
」
の
銘
が
あ
り
、
信
就
（
日
閑
）
は
多
田
満
仲
（
源
満

仲
＝
清
和
源
氏
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
四
代 

新
羅
三
郎
義
光
（
源
頼

義
の
三
男
で
甲
斐
源
氏
の
初
代
）
か
ら
十
六
代
で
、
先
祖
を
供
養
す
る
た
め

に
信
隆
寺
を
建
て
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
信
隆
寺
の
サ
イ
ト
に
は
鰐
口
の

紀
年
銘
「
寛
永
元
年
」
が
寺
創
立
の
時
と
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
こ
の
鰐
口
を
近
く
で
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
直
径
三
八
㌢

（*

０２
）、
た
い
へ
ん
大
き
く
見
え
、
銘
文
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し
た
。

七
面
堂
に
掛
か
っ
て
い
た
が
、
平
塚
空
襲
の
時
一
部
破
損
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
重
要
な
文
化
財
と
言
え
ま
す
。  

木
造
日
蓮
坐
像
（
市
指
定

重
要
文
化
財
）
は
本
堂
に
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

訪
問
し
た
時
刻
に
、
本
堂
で

は
法
要
が
行
わ
れ
て
い
て
、

拝
観
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

市
内
に
は
日
蓮
宗
系
の
寺

院
が
神
奈
川
県
の
宗
教
法
人

名
簿
に
一
二
ヶ
寺
あ
り
、
そ

の
中
で
室
町
時
代
在
銘
の
日

蓮
像
が
、
今
宿
の
当
寺
と
上

国
寺
、
萩
園
の
常
顕
寺
に
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
信
隆
寺
の

像
に
は
永
禄
七
年
（
一
五
六

四
）、
上
国
寺
の
像
に
は
永
正

十
一
年
（
一
五
一
四
）、
常
顕

寺
の
像
に
は
大
永
七
年(

一
五
二
七)

の
銘
が
あ
り
、
以
上
三
体
と
も
市
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
像
の
画
像
と
デ
ー
タ
は
『
茅
ヶ

崎
市
史
』
３
（
考
古
資
料
・
仏
像
・
民
俗
編
）
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
信
隆

寺
の
像
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。（*

０３
） 
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木
造
日
蓮
座
像 

像
高
四
二
㌢
。
寄
木
造
、
玉
眼
嵌
入
。
色
彩
は
後

補
。
日
蓮
の
猪
首
の
特
色
は
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
人
形

化
し
た
表
現
を
も
っ
て
い
る
。
像
の
胎
内
背
面
に
墨
書
銘
が
あ
る
。「
八

月
十
三
日
／
法
主
日
□
坊
／
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
願
主
仏
国
寺
行
善
坊

日
受
敬
白
／
于
時
永
禄
七
年
甲
子
」 

永
禄
七
年(

一
五
六
四)

に
つ
く

ら
れ
て
仏
国
寺
に
置
か
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
仏
国
寺
は
信
隆
寺

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
寺
で
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
る
。
信
隆
寺
が

同
じ
日
蓮
宗
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名
跡
を
つ
い
だ
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。 

 

本
堂
に
向
か
っ
て
左
側
に
歴
代
住
職
の
供
養
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。
寺
を

辞
す
前
に
そ
の

中
に
あ
る
開
基

武
田
信
就
の
供

養
塔
を
拝
み
ま

し
た
。
形
は
江

戸
時
代
の
典
型

的
な
宝
篋
印
塔

で
、
相
輪
（
そ

う
り
ん
）
に

「
法
」、
笠
に

「
蓮
」、
塔
身

に
「
華
」、
基

礎
に
「
経
」
と

彫
っ
て
あ
り
、「
経
」
の
横
に
「
當
寺
開
基
俗
名
信
就
」「
信
隆
院
日
閑
□
」

と
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
近
く
に
は
開
山
の
善
立
院
日
意
上
人
の
供
養
塔

も
あ
り
ま
し
た
。 

御
開
基
は
落
武
者
の
寺
蝉
時
雨 

（
信
隆
寺
を
発
つ
に
際
し
） 

 

② 

小
字
「塔
の
後
」の
共
同
墓
地
に
あ
る
石
造
宝
塔
と
石
幢
（せ
き
ど
う
） 

今
宿
二
八
二 

 

今
宿
の
「
塔
の
後
（
と
う
の
う
し
ろ
）」
と
い
う
小
字
（
こ
あ
ざ
）
に
あ

る
共
同
墓
地
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
小
屋
が
あ
り
、
中
に
石
造
り
の
宝
塔

が
あ
り
ま
す
。 

 
日
本
で
は
宝
塔
は
平
安
時
代
初
期
に
木
造
の
建
物
と
し
て
現
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
真
言
宗
の
大
日
如
来
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
石
造
の
宝
塔
は
平
安

後
期
に
現
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（*

０４
）。
石
造
の
宝
塔
は
日
蓮
宗
で

も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
は
塔
身
に
「
む
く
り
」
が
あ
り
ま
す
。
訪
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れ
た
宝
塔
も
「
む
く
り
」
が
あ
り
、
僧
形
（
そ
う
ぎ
ょ
う
）
の
座
像
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
年
度
に
こ
の
塔
を
調
査
し
た
齋
藤
彦
司
氏
は
「
後

刻
と
考
え
ら
れ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
（*

０５
）。
日
蓮
宗
の
宝
塔
は
、『
法

華
経
』
見
宝
塔
品
第
十
一
に
基
づ
く
も
の
で
、
当
地
の
塔
身
の
僧
形
像
が
宝

塔
如
来
で
あ
れ
ば
間
違
い
な
い
も
の
で
す
が
、
如
何
せ
ん
如
来
の
姿
で
は
い

ま
せ
ん
。
齋
藤
氏
は
こ
の
宝
塔
は
「
十
五
世
紀
初
頭
の
宝
塔
の
典
型
」
と
し

て
い
ま
す
（*

０６
）。
笠
の
上
に
載
っ
て
い
る
の
は
五
輪
塔
の
空
風
輪
で
混

入
で
す
。
小
字
「
塔
の
後
」
の
「
塔
」
と
は
当
該
の
宝
塔
を
指
し
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
小
屋
の
外
に
石
幢
（
せ
き
ど
う
）
が
あ
り
ま
す
。「
石

幢
」
と
は
石
の
幢
（
は
た
）
と
い
う
意
味
で
、
塔
身
は
六
角
柱
に
な
っ
て
各

面
に
地
蔵
像
が
彫
っ
て
あ
り
、
六
地
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
寺
院
本

堂
の
天
井
か
ら
吊
る
し
て
あ
る
布
や
金
属
板
の
旗
を
六
角
柱
に
仕
上
げ
た
の

が
石
幢
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
（*

０７
）。
塔
身
（
六
地
蔵
の
部

分
）
の
上
に
積
ん
で
あ
る
の
は
他
の
石
造
物
の
混
入
で
す
。
基
礎
に
「
先
祖

代
々
精
霊
菩
提
」「
行
き
来
の
御
方
よ
り
、
一
遍
（
い
っ
ぺ
ん
）
の
御
回
向

お
願
い
申
し
上
げ
候
ら
わ
ん
」
と
い
う
願
文
が
あ
り
、
行
き
来
す
る
人
た
ち

に
亡
く
な
っ
た
家
族
の
回
向
を
望
ん
で
建
て
ら
れ
た
も
の
と
分
か
り
ま
す
。

東
海
道
に
立
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
施
主
は
「
江
戸
神
田
三
島
町

駿
河
屋
亀
田
氏
」
と
あ
り
、
家
族
四
人
の
没
年
と
思
わ
れ
る
年
号
は
あ
り
ま

す
が
、
建
立
の
年
は
な
い
よ
う
で
す
（*

０８
）。
市
内
に
は
こ
の
塔
の
ほ
か

に
は
石
幢
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

③ 

咳
気
神 

 
 
 
 

今
宿
四
九
六 

路
傍 

 

地
元
で
「
ギ
ャ
ー
ギ
お
婆
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
女
性
姿
の
石
像
で

す
。
結
跏
趺
坐
で
合
掌
し
て
い
ま
す
（*

０９
）。
市
内
に
は
同
じ
よ
う
な
呼

ば
れ
方
を
し
て
、
同
型
の
事
例
が
、
小
和
田
熊
野
神
社
境
内
（*

１０
）
と
芹

沢
西
組
（*

１１
）
に
あ
り
、
と
も
に
気
管
支
を
病
ん
だ
子
供
の
治
療
に
効
く

と
し
て
、
お
茶
や
香
煎
を
供
え
る
信
仰
が
あ
り
ま
し
た
。
同
様
の
信
仰
は
市

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
者
の
間
で
は
咳
を
治
す
神
、「
咳
気
神
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
今
宿
の
事
例
に
は
文
字
は
刻
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
芹
沢
の

例
に
は
「
寛
文
」（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
の
刻
銘
が
り
、
市
内
の
石
仏

の
中
で
は
古
い
方
に
属
し
、
指
定
文
化
財
級
の
価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。 

 

④ 

妙
厳
山
大
乗
院
上
国
寺 

今
宿
四
八
八 

 

『
風
土
記
稿
』（*

１２
）
に
は
「
妙
厳
山
大
乗
院
と
号
す
。
本
寺
、
前

（
信
隆
寺
）
に
同
じ
。
寺
記
に
い
う
、
千
葉
大
隅
守
胤
貞
兄
弟
、
鎌
倉
に
住

せ
し
頃
建
立
し
、
大
乗
院
日
経
を
開
山
と
す
。
応
永
四
年
（
一
三
四
七
）
寂

す
、
年
九
十
三
。
本
尊
三
宝
祖
師
を
安
ん
ず
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
に
、
開
山
は
「
日
経
」
と
あ
り
ま
す
が
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
上
国
寺
の

項
に
は
、「
大
本
山
中
山
法
華
経
寺
に
関
係
す
る
中
山
浄
光
院
の
開
基
で
あ

る
大
乗
院
日
経
が
、
応
安
年
間(

一
三
六
八
～
七
五
年)

に
師
の
浄
行
院
日
祐

（
大
本
山
中
山
法
華
経
寺
三
世
）
を
開
山
に
迎
え
創
建
し
た
。
寺
伝
に
よ
れ

ば
、
そ
の
際
に
千
葉
宗
家
第
九
代
・
千
葉
宗
胤
の
長
男
で
あ
る
千
葉
胤
貞
が

助
力
し
た
と
い
う
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
ウ
ェ
ブ
事
典
の
出
典
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
開
山
は
日
祐
と
な
り
ま
す
。
日
祐
に
つ
い
て
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は

「
日
祐
（
永
仁
六
年
～
応
安
七
年
＝
一
二
九
八
～
一
三
七
四
）
は
、
鎌
倉
・

南
北
朝
時
代
の
日
蓮
宗
の
僧
。
千
葉
胤
貞
の
猶
子
」
と
あ
り
ま
す
。 

 
胤
貞
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
鎌
倉
末
～
南
北
朝
争
乱
期
の
武
将
で
、
延
元
元

年
＝
一
三
三
六
卒
、
と
あ
り
、
上
国
寺
と
開
基
日
祐
と
胤
貞
の
関
係
が
分
か

り
ま
す
。
胤
貞
は
上
国
寺
の
開
基
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
だ
と
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す
る
と
上
国
寺
の
草
創
は
胤
貞
卒
年
の
一
三
三
六
年
よ
り
前
と
な
り
、
市
内

で
は
と
て
も
古
い
寺
と
な
り
ま
す
。 

 
上
国
寺
に
到
着
し
た
と
き
、
法
事
は
終
わ
っ
て
い
て
、
私
た
ち
は
本
堂
に

上
げ
て
頂
き
、
目
的
の
日
蓮
上
人
坐
像
な
ど
を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

市
指
定
重
要
文
化
財
の
こ
の
坐
像
に
つ
い
て
は
、『
茅
ヶ
崎
市
史
』
３
（*

１３
）
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

木
造
日
蓮
座
像 
像
高
一
四
・
〇
㌢
㍍
、
寄
木
造
、
玉
眼
嵌
入
。
後
補

と
思
わ
れ
る
彩
色
の
た
め
に
、
わ
り
に
丁
寧
な
衣
文
や
顔
の
表
現
が
つ

ぶ
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
像
の
胎
内
頭
部
前
面
に
墨
書
銘
が

あ
る
。「
三
月
日
／
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
／
作
之
」。 

 

像
高
は
一
四
㌢
と
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
誤
植
で
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
の
サ
イ

ト
、
指
定
文
化
財
紹
介
で
は
三
二
㌢
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
『
風
土
記
稿
』
は
日
蓮
宗
寺
院

の
本
尊
を
「
本
尊
三
宝
祖
師
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
「
三
宝

祖
師
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

「
三
宝
」
と
は
「
仏
・
法
・
僧
」

を
意
味
し
ま
す
。
し
か
し
「
本
尊

に
仏
・
法
・
僧
を
祭
る
」
と
い
う

の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。。

辞
書
に
も
「
三
宝
」
に
本
尊
の
意

味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
者
は
、「
祖

師
」
と
は
日
蓮
像
の
こ
と
で
、「
三

宝
」
と
は
平
成
二
十
一
年
に
県
立

歴
史
博
物
館
で
行
わ
れ
た
特
別
展

『
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人
』
図
録
五
三

頁
（*

１４
）
に
あ
る
「
一
塔
両
尊
像
」
の
組
み
合
わ
せ
と
解
し
ま
す
。
こ
れ

は
『
法
華
経
』
の
「
見
宝
塔
品
第
十
一
」（*

１５
）
に
基
づ
く
も
の
で
、
過

去
に
法
華
経
を
説
い
て
き
た
多
宝
如
来
と
未
来
に
か
け
て
説
く
釈
迦
如
来
が

巨
大
な
宝
塔
の
中
に
座
し
、
賞
賛
を
受
け
る
と
い
う
物
語
で
す
。
先
の
図
録

に
は
千
葉
・
神
奈
川
両
県
の
日
蓮
宗
古
刹
に
南
北
朝
時
代
作
成
の
一
塔
両
尊

像
が
遺
る
と
あ
り
ま
す
（
写
真
は
６３
頁
）。
上
国
寺
で
も
内
陣
の
奥
に
は
祖

師
像
と
新
し
い
も
の
で
す
が
一
塔
両
尊
が
祭
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
山
門
の
そ
ば
に
建
て
ら
れ
て
い
る
日
蓮
上
人
五
百
五
十
年
遠
忌
報

恩
塔
（
お
ん
き
ほ
う
お
ん
と
う
）
を
拝
見
し
て
上
国
寺
を
辞
し
ま
し
た
。
弘

安
五
年
（
一
二
八
二
）
に
卒
し
た
日
蓮
の
五
百
五
十
年
年
遠
忌
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。
塔
に
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
紀
年
銘
と
、
造
立
に
か

か
わ
っ
た
大
勢
の
名
前
が
あ
り
ま
す
（*

０８
の
二
二
八
頁
）。
五
百
五
十
年

遠
忌
塔
は
多
く
の
日
蓮
宗
寺
院
に
あ
り
ま
す
の
で
、
大
掛
か
り
に
行
わ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

紫
陽
花
や
日
蓮
上
人
遠
忌
塔 

（
上
国
寺
の
遠
忌
塔
を
見
て
） 

 

⑤ 

な
ん
ど
き
橋
跡 

・ 

⑥
筏
間
跡 

 

信
隆
寺
の
西
隣
に
、
昔
は
小
さ
な
流
れ
（『
風
土
記
稿
』
に
は
「
古
相
模

川
」
と
あ
る
）
が
南
流
し
東
海
道
を
突
っ
切
っ
て
い
て
、
今
宿
橋
と
い
う
橋

が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。『
風
土
記
稿
』
二
八
二
頁
今
宿
村
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

古
相
模
川 

一
名
筏
川
と
い
う
、
こ
の
川
、
村
内
に
て
長
さ
五
十
間

（
九
〇
㍍
）
ば
か
り
の
所
は
幅
三
十
間
（
五
四
㍍
）
あ
り
、
さ
な
が
ら
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池
の
如
し
。
故
に
古
池
と
も
称
す
。
東
海
道
の
係
る
所
、
板
橋
を
架
す

〈
長
さ
六
間
半
（
一
一
・
七
㍍
）、
今
宿
橋
と
呼
ぶ
。 

 
こ
の
流
れ
、
今
は
暗
渠
に
な
っ
て
い
て
橋
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
橋
の
辺

り
が
今
宿
村
と
中
島
村
の
境
目
で
し
た
。 

 

今
宿
橋
は
地
元
で
は
「
な
ん
ど
き
橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
夜
中
に

こ
の
橋
を
渡
る
と
橋
の
下
か
ら
「
何
ど
き
だ
～
？
」
と
問
う
声
が
聞
こ
え
た

と
い
う
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（*

１６
）。
古
相
模
川
は
今
宿
橋
の
す
ぐ

下
流
で
東
に
流
れ
を
変
え
て
い
ま
し
た
。『
風
土
記
稿
』
が
述
べ
て
い
る
の

は
、
九
〇
㍍
程
は
川
幅
が
五
四
㍍
あ
り
、
池
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
上
流

か
ら
来
る
筏
を
一
時
留
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
部
分
を
地
元
で

は
筏
間
（
い
か
だ
ま
）
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
現
地
に
は
今
は
流
れ
の

な
い
川
跡
が
空
き
地
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

⑦ 

東
チ
ョ
ウ
の
サ
イ
ノ
カ
ミ 

中
島
二
五
三
路
傍 

（*

０８
の
三
五
三
頁
） 

 

な
ん
ど
き
橋
跡
の
国
道
一
号
と
産
業
道
路
の
交
差
点
を
西
に
渡
り
、
国
道

の
北
側
を
西
に
進
む
と
東
チ
ョ
ウ
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
サ
イ
ノ
カ

ミ
・
セ
ー
ノ
カ
ミ
は
、
最
近
は
道
祖
神
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
中
島
は
四
チ

ョ
ウ
ナ
イ
（
本
宿
・
東
チ
ョ
ウ
・
西
チ
ョ
ウ
・
二
ツ
谷
）
に
分
か
れ
て
い
て

そ
れ
ぞ
れ
で
サ
イ
ノ
カ
ミ
を
祭
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
祠
の
中
に
双
体
立
像

の
神
像
一
基
と
五
輪
塔
の
水
輪
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
プ
だ
と

年
銘
な
ど
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
は
摩
滅
し
て
確
認
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
神
の
当
地
で
の
役
目
は
、
チ
ョ
ウ
ナ
イ
の
厄
を
背
負
う
こ
と
で

す
。
正
月
に
行
わ
れ
る
サ
イ
ト
ヤ
キ
（
ど
ん
ど
焼
・
だ
ん
ご
焼
と
も
）
は
こ

の
厄
を
焼
き
払
う
神
事
で
、
近
く
の
空
き
地
で
今
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

他
の
チ
ョ
ウ
ナ
イ
で
は
、
本
宿
が
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
銘
の
文
字

塔
（*

０８
の
二
五
二
頁
）、
二
ッ
谷
が
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
双
体
立

像
（*

０８
の
二
五
一
頁
）、
西
チ
ョ
ウ
が
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
銘
の

文
字
塔
と
記
年
銘
不
明
の
双
体
立
像
を
祭
っ
て
い
ま
す
。 

 

⑧ 

小
字
「番
屋
」と
広
が
る
中
島
の
耕
作
地 

 

東
チ
ョ
ウ
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
横
の
小
路
を
北
に
進
む
と
畑
が
広
々
と
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
小
字
は
、
国
道
一
号
の
北
側
一
帯
を
「
番
屋
」
と
い

い
ま
す
。
住
宅
は
国
道
一
号
の
ふ
ち
に
の
み
あ
っ
て
畠
に
は
一
軒
の
住
宅
も

な
く
、
昔
の
景
観
を
留
め
る
今
で
は
珍
し
い
風
景
で
す
。
個
々
の
畑
は
境
木

の
マ
サ
キ
で
区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
相
模
川
の
堆
積
作
用
を
受

け
て
お
り
、
昔
か
ら
肥
沃
で
野
菜
類
の
栽
培
が
今
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。 

 

小
字
の
「
番
屋
」
の
由
来
と
し
て
、
洪
水
の
時
に
相
模
川
の
水
か
さ
を
見

る
所
だ
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、「
番
屋
」
と
い
う
文
字
か

ら
考
え
出
さ
れ
た
説
の
よ
う
で
、
他
の
村
に
は
、
村
の
出
入
り
口
に
番
人
を

置
き
、
そ
こ
を
「
番
場
」
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
類
の
場
所
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

⑨ 

西
チ
ョ
ウ
の
サ
イ
ノ
カ
ミ 

中
島
一
三
九
路
傍 

（*

０８
の
二
五
一
・
二

五
二
頁
） 

 

中
島
の
国
道
一
号
（
東
海
道
）
沿
い
の
家
々
は
、
東
の
方
が
東
チ
ョ
ウ
、

西
の
方
が
西
チ
ョ
ウ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
神
仏
の
祭
祀
や
人
生
儀

礼
な
ど
は
チ
ョ
ウ
ナ
イ
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
西
チ
ョ
ウ
で
は
祠
の

中
に
二
基
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
双
体
像
で
、
上
下
に
二
分
し
た
も
の

を
接
着
し
て
あ
り
、
銘
が
あ
り
ま
す
が
摩
滅
し
て
読
め
ま
せ
ん
。
頂
部
に

「
妙
法
」
と
あ
り
日
蓮
宗
寺
院
が
関
係
し
た
江
戸
時
代
の
像
で
す
。
他
は

「
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
建
立
／
道
祖
神
／
氏
子
中
」
と
あ
る
角
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柱
の
文
字
塔
。
正
月
に
は
集
め
ら
れ
た
飾
り
物
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
近
く

の
相
模
川
河
原
で
サ
イ
ト
ヤ
キ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
小
雨
が
パ
ラ
つ
い
て
時
間
も
押

し
て
き
ま
し
た
の
で
、
予
定
し
て
い
た
中
島
の
め
ぐ
り
は
中
止
し
ま
し
た
。 

 

【
参
考
文
献 
引
用
文
献
】 

*

０１ 

雄
山
閣
出
版
（ 

大
日
本
地
誌
大
系
㉑
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』

第
三
巻 

二
八
二
頁 
信
隆
寺
の
記
事 

*

０２ 

『
ふ
る
さ
と
の
寺
と
仏
像
』
三
八
頁
茅
ヶ
崎
郷
土
会
昭
和
五
二
年
刊 

信
隆
寺
の
鰐
口 

*

０３ 

『
茅
ヶ
崎
市
史
』
３‐

二
三
一
頁 

昭
和
五
五
年
茅
ヶ
崎
市
刊 

信

隆
寺
の
日
蓮
坐
像 

*

０４ 

『
日
本
石
仏
事
典
〈
第
二
版
〉』
二
九
七
頁 

平
成
五
年 

雄
山
閣

出
版
株
式
会
社
刊 

宝
塔
の
解
説 

*

０５ 

市
文
化
財
資
料
集
１
１
集
『
中
世
の
石
造
文
化
財
』
七
〇
頁 

昭
和

六
三
年
茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
刊 

「
塔
の
後
」
の
宝
塔 

*

０６ 
*

０
５
の
七
一
頁 

「
塔
の
後
」
の
宝
塔 

*

０７ 
*

０
４
の
三
一
二
頁 

「
塔
の
後
」
の
石
幢 

*

０８ 

資
料
館
叢
書
１
３
『
茅
ヶ
崎
の
石
仏
』
１
鶴
嶺
地
区
二
三
四
頁 

平

成
二
十
七
年
茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
刊 

「
塔
の
後
」
の
石
幢 

*

０９ 
*

０
８
の
二
二
五
頁 

 
 

今
宿
の
咳
気
神 

*

１０ 

資
料
館
叢
書
１
５
『
茅
ヶ
崎
の
石
仏
』
３
松
林
地
区
二
三
六
頁 

小

和
田
熊
野
神
社
の
咳
気
神 

*

１１ 

石
仏
調
査
ニ
ュ
ー
ス
「
茅
ヶ
崎
の
石
仏
」
２
０
号
一
一
頁 

平
成
二

七
年
茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
刊 

芹
沢
の
咳
気
神 

*

１２ 
*

０
１
の
二
八
二
頁 

上
国
寺
の
記
事 

*

１３ 
*

０
３
の
二
三
二
頁 

上
国
寺
日
蓮
像 

*

１４ 

特
別
展
図
録
『
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人 

中
世
人
の
信
仰
世
界
』
平
成
二

一
年
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館 

*

１５ 

岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
中 

昭
和
五
六
年
刊 

一
六
八
頁
及
び
一
八

八
頁 

『
法
華
経
』
の
「
見
宝
塔
品
第
十
一
」 

*

１６ 

資
料
館
叢
書
６
『
茅
ヶ
崎
の
伝
説
』
二
九
頁 

昭
和
五
六
年
茅
ヶ
崎

市
教
育
委
員
会
刊 

な
ん
ど
き
橋
の
幽
霊 

  
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 

【参
加
の
記
】 

 

「茅
ヶ
崎
市
内
の
東
海
道
を
訪
ね
る
」④
に
参
加
し
て 

 

茅
ヶ
崎
市
香
川
在
住 

染
谷
倫
人 

  

市
内
の
東
海
道
を
訪
ね
る
の
四
回
目
は
、
史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り
の
要
素

よ
り
も
茅
ケ
崎
の
原
風
景
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  
 

旧
き
川
の
流
れ
を
知
る
や
姫
女
苑 

 

 

こ
の
句
は
筏
間
跡
（
い
か
だ
ま
あ
と
）
で
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
を
見
て
詠
み
ま

し
た
。
説
明
が
な
い
と
こ
の
俳
句
の
意
味
合
い
は
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。(

俳
句
に
お
い
て
は
、
読
者
は
実
際
に
そ
の
風
景
を
見
て
い
な
く
て
も

わ
か
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。) 

 

雨
が
少
し
降
る
中
、
旧
相
模
川
が
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
筏
間
跡
に
行
き
ま

し
た
。
案
内
著
が
指
を
さ
し
て
「
昔
は
こ
こ
か
ら
先
を
相
模
川
が
流
れ
て
い
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た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ヒ

メ
ジ
ョ
オ
ン
が
昔
の
川
の
流
れ
そ

の
ま
ま
に
ず
っ
と
向
こ
う
の
方
ま

で
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
い
か

に
も
こ
こ
は
昔
、
川
だ
っ
た
か
の

よ
う
に
で
す
。
場
所
は
産
業
通
り

と
国
道
一
号
が
交
差
す
る
辺
り
な

の
で
す
が
、
今
ま
で
は
近
く
を
車

で
通
り
す
ぎ
て
も
気
付
か
な
か
っ

た
場
所
で
し
た
。
ま
た
、
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
そ
の
あ
と
交
差
点
に
戻
り
、
側

溝
と
橋
の
跡
の
よ
う
な
も
の
を
見

ま
し
た
。
こ
の
側
溝
が
旧
相
模
川

の
跡
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
自
然
は
生
き
て
い
る
の
で
す

ね
。
ま
た
、
こ
の
橋
の
跡
が
「
何
ど
き
橋
」
の
一
部
だ
っ
た
と
聞
き
、
今
度

で
き
た
道
の
駅
に
移
る
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
な
ん
ど
き
牧
場
」
が
こ
の
近
く

に
あ
っ
た
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。
名
前
の
由
来
が
わ
か
る
の
は
楽
し
い
も

の
で
す
。 

  
 

茄
子
取
り
の
農
婦
と
笑
み
を
交
は
し
た
り 

  

東
チ
ョ
ウ
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
か
ら
中
島
の
耕
作
地
を
散
策
。
平
野
会
長
の
説

明
で
は
、
こ
の
あ
た
り
の
風
景
が
茅
ヶ
崎
の
原
風
景
と
の
こ
と
で
し
た
。
野

菜
畑
が
広
々
と
あ
り
、

中
島
は
畑
作
が
主
体
だ

と
理
解
し
ま
し
た
。
私

の
住
ま
い
は
寒
川
と
の

境
に
あ
り
、
水
田
を
見

慣
れ
て
い
て
茅
ヶ
崎
は

ど
こ
で
も
水
田
が
多
か

っ
た
と
勘
違
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
水
田
が
あ

る
の
は
寒
川
町
で
し

た
。
私
の
知
っ
て
い
る

範
囲
で
は
、
水
田
は
浜

之
郷
小
学
校
の
周
辺
に

あ
る
く
ら
い
で
、
今
は

茅
ヶ
崎
で
は
小
出
地
区

を
除
き
見
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
の
史

跡
文
化
財
め
ぐ
り
で
知
ら
な
か
っ
た
茅
ヶ
崎
を
発
見
を
し
た
次
第
で
す
。 

 

途
中
、
同
行
の
参
加
者
が
、
農
作
業
中
の
女
性
に
声
を
か
け
て
会
話
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
光
景
が
微
笑
ま
し
く
、
俳
句
と
し
ま
し
た
。（
実
際
に

茄
子
の
収
穫
を
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。） 

  
 

紫
陽
花
や
読
経
の
響
く
午
前
九
時 

  

話
は
前
後
し
ま
す
が
、
最
初
に
訪
問
し
た
上
国
寺
さ
ん
で
の
様
子
で
す
。

平
野
会
長
や
山
本
会
員
が
下
見
を
し
て
、
市
指
定
重
要
文
化
財
で
御
本
尊
の
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日
蓮
上
人
坐
像
を
見
せ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
取
り
計
ら
い
本
番
を
迎

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
国
寺
さ

ん
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
法
事
の
最

中
で
し
た
。
案
内
者
が
法
事
が
終

わ
る
時
間
を
、
お
寺
さ
ん
と
打
ち

合
わ
せ
し
て
い
た
の
に
間
違
え
た

の
だ
そ
う
で
す
。
急
遽
、
二
番
目

に
尋
ね
る
予
定
の
信
隆
寺
さ
ん
に

向
か
い
ま
し
た
。 

 

信
隆
寺
さ
ん
で
も
本
堂
で
は
法

事
の
最
中
で
し
た
が
、
お
寺
の
開

基
で
あ
る
武
田
信
就
（
の
ぶ
な

り
）
奉
納
の
鰐
口
を
間
近
で
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寺
を
あ
と

に
し
て
、
咳
気
神
（
ぎ
ゃ
ー
ぎ
お

婆
さ
ん
）
を
駐
車
場
の
片
隅
で
見

学
し
、
病
気
を
治
す
庶
民
信
仰
の
一
端
を
見
て
、
そ
の
表
情
を
微
笑
ま
し
く

感
じ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
も
う
一
度
上
国
寺
さ
ん
に
伺
い
、
法
事
が
終
わ
っ
て
い
た
本
堂

に
上
げ
て
頂
き
、
目
的
の
木
造
日
蓮
上
人
坐
像
を
拝
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
雨
予
報
が
出
て
い
て
、
雨
が
降
れ
ば
中
止
の
予
定
で
、
実
際
途
中

で
雨
が
降
り
だ
し
、
切
り
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
天
候
や
訪
問
先
の
ご
事
情

な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
史
跡
文
化
財
め
ぐ
り
を
企
画
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
感

謝
の
思
い
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

 

追
記
に
な
り
ま
す
が
、
平
松
会
員
が
地
番
の
わ
か
る
現
地
の
地
図
を
ご
持

参
い
た
だ
き
、
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
確
か
に
小
字
（
こ
あ
ざ
）
が

表
示
さ
れ
て
い
る
地
図
の
レ
ベ
ル
ま
で
掘
り
下
げ
た
見
学
は
、
そ
の
土
地
の

歴
史
が
さ
ら
に
良
く
わ
か
る
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

  
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 

【参
加
の
記
】 

 

「甲
斐
と
の
結
び
つ
き
、
江
戸
・大
坂
と
の
つ
な
が
り
」 

 

井
出
康
夫 

 
 

六
月
十
四
日(

土)

の
「
市
内
の
東
海
道
を
訪
ね
る
」
で
は
今
宿
か
ら
中
島

を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
今
宿
の
「
筏
間
（
イ
カ
ダ
マ
）」
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か

ら
雨
が
降
り
だ
し
予
定
半
ば
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
興
味
が
尽
き
な
い

史
跡
文
化
財
め
ぐ
り
で
し
た
。
好
奇
心
か
ら
後
日
調
べ
た
こ
と
も
含
め
、
当

日
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。 

 

甲
斐
武
田
氏
所
縁
の
信
隆
寺 

 

最
初
に
訪
れ
た
信
隆
寺
で
は
、
ご
法
事
の
た
め
市
重
要
文
化
財
「
日
蓮
座

像
」
は
拝
観
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
く
寺
宝
の
「
鰐
口
（
ワ
ニ
グ

チ
）」
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
通
常
は
る
か
頭
上
に
鰐
口
を
見
ま
す

が
目
の
前
で
拝
見
、
想
像
以
上
に
大
き
く
存
在
感
が
あ
り
ま
し
た
。
銘
文
に

は
、
甲
斐
武
田
氏
に
連
な
る
武
田
信
就
（
の
ぶ
な
り
）
が
先
祖
供
養
の
た
め

開
基
し
た
と
記
さ
れ
て
い
て
、
信
就
は
武
田
氏
が
織
田
・
徳
川
連
合
に
天
目



令和 7年(2025)9月 1日発行     郷土ちがさき（164 号） 茅ヶ崎郷土会 

 

~ 36 ~ 

 

山
の
戦
い
で
敗
れ
た
後
に
、
当

地
へ
逃
れ
て
出
家
し
た
よ
う
で

す
。
も
と
も
と
相
模
川
流
域
に

は
武
田
氏
所
縁
の
一
族
が
帰
農

し
た
旧
家
が
多
い
と
の
こ
と
で
、

こ
の
あ
た
り
は
古
く
か
ら
甲
斐

と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。 

 

長
い
歴
史
を
誇
る
信
隆
寺
で

す
が
、
昭
和
二
十
年
の
平
塚
空

襲
に
よ
り
焼
失
し
ま
し
た
。
こ

の
時
「
鰐
口
」
は
焼
け
残
り
今

も
大
切
に
保
管
、「
日
蓮
座
像
」
も
当
時
の
ご
住
職
の
奥
様
が
背
負
っ
て
避

難
し
た
と
の
こ
と
、
当
寺
が
歴
代
ご
住
職
や
ご
家
族
、
檀
家
さ
ん
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
に
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
し
て
来
訪
者
を

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
若
き
副
住
職
さ
ん
や
、
当
寺
で
現
在
開
か
れ
て

い
る
「
子
ど
も
食
堂
」
に
、
今
も
地
域
に
開
か
れ
た
信
隆
寺
を
感
じ
た
次
第

で
す
。 

 

上
国
寺
で
身
延
講
を
想
う 

 

次
の
上
国
寺
で
は
市
重
要
文
化
財
「
日
蓮
座
像
」
を
参
拝
、
萩
園
の
常
顕

寺
の
像
と
と
も
に
三
つ
の
室
町
時
代
在
銘
の
「
日
蓮
座
像
」
が
市
内
に
あ
る

そ
う
で
す
。
平
野
会
長
か
ら
、
日
蓮
宗
寺
院
が
こ
の
あ
た
り
に
集
ま
っ
て
い

る
の
は
、
信
隆
寺
や
上
国
寺
の
本
山
で
あ
っ
た
（
今
の
日
蓮
宗
は
公
式
に
は

本
末
関
係
は
廃
止
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
）
下
総
中
山
法
華
経
寺
と
甲
斐
身

延
山
と
の
中
間
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
確
か
な
と
こ
ろ
は
わ
か

ら
な
い
が
、
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
布
教
上
の
必
要
性
な
の
か
、
元
々

信
徒
が
多
い
か
ら
か
、
興
味
深
い
話
で
す
。 

 

本
堂
左
手
に
は
御
会
式
な
ど
で
使
う
の
で
し
ょ
う
か
、
団
扇
太
鼓
が
数
多

く
置
か
れ
身
延
講
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
房
総
、
相
模
か
ら
の
身

延
山
参
詣
の
道
中
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
梨
県
立
図
書
館
に
よ
れ

ば
身
延
講
は
甲
府
か
ら
駿
州
往
還
（
甲
州
往
還
、
国
道
五
十
二
号
）
沿
い
を

下
っ
た
よ
う
で
す
。『
香
川
の
歩
み
』
四
八
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
香
川
三

橋
家
「
身
延
山
道
中
記
」
に
は
、
身
延
山
参
詣
、
内
房
本
成
寺
（
富
士
市
）

で
の
宿
泊
、
沼
津
、
三
島
と
い
っ
た
道
中
が
記
さ
れ
、
北
か
ら
富
士
川
沿
い

を
下
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
路
銀
の
明
細
に
は
湯
治
、
茶
代
、
酒
手

（
人
足
へ
の
酒
手
？ 

実
は
講
中
の
酒
代
？
）
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
い
物
見

遊
山
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

路
傍
の
神
仏
と
人
々
の
安
寧 

 

信
隆
寺
の
裏
手
で
、
小
字
「
塔
の
後
」
の
由
来
で
あ
る
「
宝
塔
」、
六
地

蔵
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い

る
六
面
の
「
石
幢
（
セ
キ

ド
ウ
）
」
を
拝
見
、
上
国

寺
の
傍
に
あ
る
咳
を
治
す

「
咳
気
神(

ゲ
イ
キ
シ
ン)

」

を
巡
り
ま
し
た
。 

 

「
咳
気
神
」
は
「
ぎ
ゃ

ー
ぎ―

お
婆
さ
ん
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
、
百
日
咳
や
「
は
や
り

風
邪
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ザ
）
」
の
と
き
村

人
皆
で
祈
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
江

戸
時
代
の
川
柳
に

「
は
や
り
風
邪
十

七
屋
か
ら
ひ
き
は

じ
め
」
と
い
う
の

が
あ
る
そ
う
で
、

十
七
屋
は
江
戸
の

飛
脚
問
屋
、
当
時

「
は
や
り
風
邪
」

は
長
崎
か
ら
上
方
の

大
坂
・
京
、
東
海
道

沿
い
に
伝
播
し
、
江

戸
で
は
ま
ず
飛
脚
問

屋
か
ら
広
が
っ
た
よ

う
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

記
憶
に
新
し
い
で
す

が
、
賑
わ
う
南
湖
立

場
（
茶
屋
町
）
や
柳

島
湊
も
近
く
、
上
方

か
ら
押
し
寄
せ
る

「
は
や
り
風
邪
」
は

村
々
に
と
っ
て
大
変
な
脅
威
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

中
島
の
東
海
道
沿
い
の
家
々
は
、
東
の
「
東
チ
ョ
ウ
」、
西
の
「
西
チ
ョ

ウ
」
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
祀
ら
れ
る
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
も
巡
り

ま
し
た
。「
サ
イ
ノ
カ
ミ
（
道
祖
神
）」
は
、
外
部
か
ら
村
落
へ
襲
来
す
る
疫

病
や
悪
霊
を
防
ぐ
神
で
、
行
路
・
旅
の
神
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

こ
れ
ら
路
傍
の
神
仏
に
村
人
は
生
活
と
村
の
安
寧
を
祈
り
、
さ
ら
に
「
サ

イ
ノ
カ
ミ
」
は
江
戸
、
京
・
大
坂
を
行
き
交
う
旅
人
の
無
事
も
見
守
っ
て
き

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

 

川
留
（
カ
ワ
ド
メ
）、
馬
入
の
渡
し
、
間
宿
（
ア
イ
ノ
シ
ュ
ク
） 

 

「
筏
間
」
を
過
ぎ
た
こ
ろ
降
り
だ
し
た
雨
の
た
め
「
馬
入
の
渡
し(

跡)

」

の
手
前
で
帰
途
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
川
留
に
出
く
わ
し
た
江
戸
の
旅
人
の

姿
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
大
坂
に
急
ぐ
鴻
池
の
手
代
は
気
を
揉
み
、
参

勤
交
代
の
勘
定
方
は
道
中
の
掛
か
り
に
頭
を
抱
え
、
御
老
公
一
行
は
訳
あ
り

若
侍
と
相
部
屋
、
そ
し
て
弥
次
喜
多
の
よ
う
な
気
楽
な
江
戸
っ
子
は
三
道
楽

に
は
ま
っ
て
居
残
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
間
模
様
が
浮
か
び
ま
す
。
何
れ
も
落

語
、
映
画
な
ど
か
ら
の
妄
想
で
す
が
、「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
弥
次
喜
多

は
、「
客
引
き
」
か
ら
大
井
川
の
川
留
を
知
ら
さ
れ
岡
部
宿
に
逗
留
、
さ
ぞ

誘
惑
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

江
戸
の
守
り
の
た
め
橋
が
な
か
っ
た
相
模
川
（
馬
入
川
）
に
は
、
天
然
の

堀
と
し
て
軍
事
的
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
舟
に
よ
る
「
渡
し
」
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
し
ば
し
ば
増
水
に
よ
り
川
留
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

村
々
に
は
助
郷
の
負
担
が
あ
っ
た
一
方
、
「
間
宿
」
と
さ
れ
た
南
湖
立
場

（
茶
屋
町
）
で
は
、
浮
世
絵
映
え
す
る
「
左
富
士
」
に
加
え
、
川
留
も
茶
屋

や
旅
籠
の
賑
わ
い
に
一
役
買
っ
た
の
で
は
、
と
想
像
が
広
が
り
ま
す
。
間
宿

で
の
宿
泊
に
つ
い
て
幕
府
は
禁
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
禁
令
は
度
々
出
さ
れ
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た
よ
う
で
十
分
に
及
ば
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
茶
屋
町
だ
け
で
な
く
、

今
宿
、
本
宿
と
い
う
地
名
に
も
間
宿
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

筏
間
、
甲
斐
と
の
結
び
つ
き
、
江
戸
・
大
坂
と
の
つ
な
が
り 

 

「
筏
間
」
は
、
今
は
暗
渠
（
ア
ン
キ
ョ
）
と
な
っ
て
い
る
古
相
模
川
の
今

宿
部
分
で
、
上
流
か
ら
流
し
て
き
た
筏
を
貯
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼

ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
甲
斐
「
郡
内
地
方
」、
今
の
大
月
市
、
都
留
市
な

ど
山
梨
県
東
部
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
の
材
木
を
筏
と
し
て
相
模
川
に
流
し
、

津
久
井
の
薪
炭
、
竹
木
な
ど
を
積
み
高
瀬
舟
が
下
り
、
材
木
は
柳
島
湊
か
ら

江
戸
、
大
坂
に
海
路
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
藤
間
家
繁
栄
の
源
も
こ
こ
に
あ
る

よ
う
で
、
相
模
川
は
重
要
な
物
流
の
大
動
脈
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
相
模
川

は
、
甲
斐
な
ど
と
の
交
易
で
南
北
に
経
済
的
機
能
を
発
揮
し
、
東
西
で
は
軍

事
的
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
今
の
「
さ
が
み
縦
貫
道
路
」
は

相
模
川
水
運
を
、
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅
」
は
柳
島
湊
の
賑
わ
い

を
現
代
の
形
で
再
現
し
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

 

距
離
に
し
て
数
キ
ロ
で
し
た
が
、
相
模
川
を
通
じ
た
甲
斐
と
の
結
び
つ
き
、

東
海
道
・
海
路
に
よ
る
遠
く
江
戸
や
大
坂
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
、
広
が

り
の
あ
る
東
海
道
め
ぐ
り
で
し
た
。 

 

平
野
会
長
、
山
本
会
員
、
加
藤
会
員
の
資
料
を
参
考
に
い
た
し
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
参
考
文
献
】 

一 

『
茅
ヶ
崎
市
史
』
４ 

通
史
編 

茅
ヶ
崎
市
、
一
九
八
一 

二 

『
茅
ヶ
崎
市
史
』
１ 

資
料
編
（
上
） 

茅
ヶ
崎
市
、
一
九
七
八 

三 

「
身
延
山
図
」
山
梨
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
山
梨
県
立
図
書
館 

四 

『
香
川
の
歩
み
』
茅
ヶ
崎
市
香
川
自
治
会
、
一
九
七
八 

五 

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
飛
脚
と
と
も
に
」
ヨ
ミ
ド
ク
タ
ー
（
読
売
新
聞

医
療
サ
イ
ト
） 

六 

「
道
祖
神
」、「
間
宿
（
ア
イ
ノ
シ
ュ
ク
）」 

『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞

典
』
小
学
館
、
二
０
０
六 

  
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 

【参
加
の
記
】 

 

「い
か
だ
ま
・な
ん
ど
き
橋
」余
談 

 

野
田 

穂 

  

二
〇
二
五
年
六
月
十
四
日
の
「
通
算
三
一
三
回
史
跡
文
化
財
め
ぐ
り
」
に

参
加
し
た
際
に
知
っ
た
「
い
か
だ
ま
」
と
「
な
ん
ど
き
橋
」
の
位
置
関
係
が

気
に
な
っ
た
の
で
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
の
相
模
川
は
、
川
筋
の
変
動
に
よ
り
、
今
宿
の
国
道
一
号
線
と

産
業
道
路
の
交
差
点
付
近
を
流
れ
て
い
て
、
柳
島
地
内
を
通
り
、
馬
入
川

（
相
模
川
の
下
流
）
に
合
流
し
て
い
ま
し
た
。『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』

に
は
古
相
模
川
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
輸
送
は
東
海
道
と
並
び
舟
運

が
盛
ん
で
、
相
模
川
の
上
流
か
ら
は
年
貢
の
米
や
木
材
、
薪
・
炭
な
ど
が
、

上
流
に
向
け
て
は
塩
な
ど
の
生
活
品
が
運
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
特
に
、

津
久
井
・
丹
沢
地
域
と
平
塚
の
中
原
に
幕
府
管
轄
の
御
用
林
が
あ
っ
た
た

め
、
江
戸
城
の
修
理
や
江
戸
で
大
火
が
あ
っ
た
際
の
木
材
供
給
、
幕
府
が
使

用
す
る
造
船
用
な
ど
で
多
く
の
木
材
が
柳
島
湊
・
須
賀
湊
に
向
け
て
流
れ
て

き
ま
し
た
。
木
材
の
輸
送
は
「
筏
流
し
」
で
行
わ
れ
て
い
て
、
現
在
は
多
く



令和 7年(2025)9月 1日発行     郷土ちがさき（164 号） 茅ヶ崎郷土会 

 

~ 39 ~ 

 

が
暗
渠
に
な
っ
て
い
る
古
相
模
川
の
今
宿
村
の
辺
り
は
筏
川
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
は
な
い
今
宿
橋
（
な
ん
ど
き
橋
）
の
す
ぐ
近
く
に

は
、
海
上
輸
送
船
に
乗
せ
替
え
る
ま
で
筏
を
た
め
て
お
く
「
筏
間
（
い
か
だ

ま
）」
と
呼
ば
れ
る
木
場
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
な
ん
ど
き
橋
」
は
、
昼
間
は
往
来
の
多
い
東
海
道
の
松
並
木
に
架
か
る

今
宿
橋
で
し
た
が
、
夜
に
な
る
と
不
気
味
な
静
け
さ
に
な
り
、
橋
を
渡
ろ
う

と
す
る
人
に
「
今
な
ん
ど
き
だ
ー
」
と
女
性
の
声
が
聞
こ
え
た…

…

と
い
う

茅
ヶ
崎
の
伝
説
で
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
「
な
ん
ど
き
橋
」
と
「
い
か
だ
ま
」、
す
ぐ
目
の
前
の
近
さ

に
あ
る
の
で
す
。
想
像
で
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
水
に
浮
か
ぶ
木
材
の
キ

ィ
〜
キ
キ
キ
ィ
〜
と
擦
れ
る
音
が
「
今
な
ん
ど
き
ぃ
〜
」
と
聞
こ
え
た
の
か

も
？ 

桑
田
佳
祐
さ
ん
な
ら
「
そ
う
ね
だ
い
た
い
ね
〜
」
と
か
答
え
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
参
考
資
料
】 

○
通
算
三
一
三
回 

茅
ヶ
崎
郷
土
会 

史
跡
文
化
財
め
ぐ
り 
市
内
の
東
海
道

を
訪
ね
る
（
そ
の
４
）
配
布
資
料 

二
〇
二
五
年
六
月
十
四
日 

○
『
郷
土
中
島
を
語
る
』
中
島
真
平
／
驢
馬
出
版 

一
九
八
六
年 

○
『
わ
た
し
た
ち
の
茅
ヶ
崎
２
０
１
７ 

社
会
科
資
料
集
』・『
私
た
ち
の
茅

ヶ
崎
２
０
１
１ 

中
学
校
地
域
学
習
副
読
本
』
／
茅
ヶ
崎
市
教
育
セ
ン
タ

ー 

○
江
戸
時
代
の
丹
沢
御
林
山
守
の
活
動
と
暮
ら
し
／
秦
野
市
役
所
（
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
さ
く
ら
塾 

講
師
：
椿
田
有
希
子 

国
際
基
督
教
大
学
） 

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1691895856810/simpl

e/20240810museum-sakurajuku3-tanzawaohayasi-505.pdf 

○
歴
史
ば
な
し
の
舞
台
を
行
く
６ 

中
原
御
殿
・
御
林
（
平
塚
市
）
／
タ
ウ

ン
ニ
ュ
ー
ス
二
〇
二
三
年
六
月
十
五
日  

○
『
茅
ヶ
崎
の
民
話
』
高
橋
昭
和
／
長
谷
川
書
店 

一
九
七
三
年 

○
資
料
館
叢
書
６
『
茅
ヶ
崎
の
伝
説
』
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
「
あ
し
か

び
」・
茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
編 

一
九
八
一
年 

○
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
現
代
文
）
／
茅
ヶ
崎
郷
土
会
二
〇
〇
〇 

○
猿
江
恩
賜
公
園 

https://tokyo-eastpark.com/parksearch/sarueonshi 

○
猿
江
御
材
木
蔵
｜
江
戸
マ
ッ
プ
／
情
報
・
シ
ス
テ
ム
機
構 

https://codh.rois.ac.jp/edo-maps/owariya/14/1852/14-136.html.ja 

○
『
年
中
公
触
録
』
藤
間
柳

庵
／
茅
ヶ
崎
市
史
資
料
集 

二  

一
九
九
九
年 

『
年
中
公
触
録
』
は
、
柳
島

村
名
主
役
を
長
年
勤
め
た
藤

間
柳
庵
（
善
五
郎
）
が
、
天

保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
か

ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

ま
で
、
幕
府
や
そ
の
付
属
機

関
か
ら
発
せ
ら
れ
た
触
書

（
公
文
書
）
類
を
書
き
留
め

た
も
の
。
そ
の
中
に
十
六
件

ほ
ど
木
材
の
舟
運
に
関
す
る

触
書
が
あ
る
。 

 

上
の
文
書
は
、
弘
化
元

（
一
八
四
四
）
年
五
月
に
江

戸
城
本
丸
が
火
災
で
全
焼
し
、
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再
建
が
急
務
と
な
っ
た
際
に
、
平
塚
の
御
林
か
ら
材
木
を
伐
採
し
て
相
模
川

を
筏
引
船
で
下
り
、
江
戸
の
「
猿
江
御
材
木
蔵
」（
幕
府
の
貯
木
場
。
跡
地

は
現
在
の
東
京
都
江
東
区
猿
江
恩
賜
公
園
）
ま
で
海
上
輸
送
中
に
、
船
が
難

破
し
た
際
に
は
沿
岸
の
村
々
で
収
集
し
て
確
保
す
る
よ
う
に
と
出
さ
れ
た
触

書
の
内
容
。 

  
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 

事
業
予
定 

令
和
７
年
９
月
～
１２
月 

 

『
茅
ヶ
崎
市
史
』
４
巻
の
輪
読
会
〇
第
１４
回
９
月
２
日
（
第
一
火
）
１３
時

３０
分
～
図
書
館
第
２
会
議
室
〇
１５
回
１０
月
７
日
（
前
同
）
〇
１６
回

１１
月
１１
日
○
１７
回
１２
月
２
日 

学
習
会 

９
月
１６
日
（
火
）
史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り
事
前
学
習
「
三
島
市

の
山
中
城
め
ぐ
り
」
１３
時
３０
分
～
市
民
文
化
会
館
第
４
会
議
室 

史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り 

１０
月
１１
日
（
土
）
通
算
３
１
４
回
三
島
市
に
山

中
城
を
訪
ね
る
（
集
合
、
コ
ー
ス
な
ど
検
討
中
） 

市
民
文
化
祭
（
茅
ヶ
崎
み
ん
な
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
２
０
２
５
参
加
） 

写
真
展 

○
今
ま
で
の
史
跡
め
ぐ
り 

○
茅
ヶ
崎
の
風
景
な
ど 

１１
月
１４
日
（
金
）
～
１６
日
（
日
）
市
民
文
化
会
館
Ａ
展
示
室 

第
５３
回
茅
ヶ
崎
市
郷
土
芸
能
大
会 

１１
月
２３
日
（
日
）
１３
時
開
演 

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

 

事
業
報
告 

令
和
７
年
４
月
～
８
月 

 

茅
ヶ
崎
市
史
４
巻
の
輪
読
会 

〇
第
９
回
４
月
１
日
１３
時
３０
分
～
図
書
館

第
２
会
議
室
〇
１０
回
５
月
６
日
（
前
同
）
〇
１１
回
６
月
３
日
○
１２
回

７
月
１
日
○
１３
回
８
月
５
日
（
毎
月
第
一
火
曜
日
） 

学
習
会 

〇
７
月
１５
日
（
火
）
１３
時
３０
分
～
「
民
俗
と
歴
史
に
見
る
浜

降
祭
」
平
野
文
明 

市
民
文
化
会
館
第
２
会
議
室 

史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り 

〇
通
算
３
１
３
回
「
市
内
の
東
海
道
を
歩
く
」
④

６
月
１
４
日
（
土
）。（
本
誌
２７
頁
か
ら
報
告
と
参
加
の
記
あ
り
） 

茅
ヶ
崎
郷
土
会
総
会 

５
月
２８
日
（
水
）
１３
時
３０
分
～
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
ホ
ー
ル
Ａ
・
Ｂ
会
議
室
（
郷
土
芸
能
保
存
協
会
と
連
動
し
て
開
催
） 

 

『郷
土
ち
が
さ
き
』１
６
３
号
正
誤
表
１ 

０１
頁 

 
 
 

イ
ン
パ
ク
ト
あ
り
ま
す→

が
あ
り
ま
す 

０９
頁 

下
段 

本
文
１
行 

ニ
ュ
ー
リ
ア
ル→

リ
ニ
ュ
ウ
ア
ル 

１５
頁
～ 

ヘ
ッ
ダ
ー 

茅
ヶ
崎→

ち
が
さ
き 

２２
頁 

上
段 

１３
行 

要
点
を
次
転
記→

要
点
を
次
に
転
記 

２３
頁 

上
段 

１８
行 

清
明→

晴
明 

（
Ｈ
Ｐ
掲
載
版
は
修
正
済
） 

 

【
編
集
後
記
】 

 

猛
暑
の
中
で
す
が
た
く
さ
ん
の
原
稿
を
寄
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
原
稿
が
無
い
と
会
報
は
作
れ
な
い
の
で
命
の
綱
で
す
。 

 

戦
後
八
十
年
で
す
。
原
子
爆
弾
を
落
と
し
、
落
と
さ
れ
、
も
う
戦
争
は
し

な
い
と
言
っ
て
か
ら
現
世
に
戦
い
は
亡
く
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
の
で
す
よ
ね
。
開
戦
の
原
因
は
あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
と
は
戦
争

が
終
わ
っ
て
か
ら
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
黒
い
水
は
知
ら
ぬ
間
に
少
し
ず

つ
し
み
て
き
て
い
て
、
あ
る
と
き
決
壊
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
不
安
な
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
編
集
子
） 

―

２
５
０―

 


